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〔教育研究上の目的〕

経済学と経営学及びその関連科目の幅広い学習を通じて，現代社会における経済的活動と社会的問題について論理的に

考える力を養うこと

〔人材養成の目的〕

グローバル社会に即した感覚と社会的責任や倫理を備え，経済学と経営学の幅広い基礎的知識と専門的知識を基盤とす

る高度な問題解決能力を有し，国内外で活躍できる人材を養成すること

〔ディプロマ・ポリシー〕

キリスト教ヒューマニズムの精神を基盤とし，「広い視野と先見性をもち，国際的なリーダーとなる人材を育成する」

という学部教育理念のもと， 世紀の高度な知識基盤型の社会においてリーダーとして活躍し，国際社会に貢献できる人

材の養成を目的として，本学部は学生が卒業時に身につけているべき能力や知識を次のように定めています。卒業要件を

満たせば，これらを身につけた者と認め，学位を授与します。

経済学と経営学の基礎および専門知識

情報処理能力，コミュニケーション・スキル，問題解決能力

早期卒業においては，高い問題意識と自己管理能力をもち，早期に社会において活躍する力

〔カリキュラム・ポリシー〕

本学部では，ディプロマ・ポリシーに沿って，「叡智が世界をつなぐ」という大学ミッションと学部教育理念のもと，

クラスを単位とした導入教育，専門科目の基礎と関連づけた少人数教育，専門性を養う講義，および教員と学生が相互に

顔の見える関係での演習を核とする基幹教育や外部機関と連携した多彩な実践的教育によって，理論と現実をバランスよ

く学ぶ目的で，次の趣旨を盛り込んだ科目からなるカリキュラムを編成しています。

必修科目・概論による導入教育を通じて，経済学と経営学の基礎的知識を修得させる。

基礎セミナーやアクティブ・ラーニング・セミナーなどの少人数教育を通じて，経済学と経営学の理論的な知識を深く

掘り下げて修得させる。

専門科目と演習の基幹教育を通じて，学生の知的な関心に沿って専門性の到達度を向上させ，理論と現実のバランスの

とれた知識と問題解決能力を高める。

外部との連携講座を通じて，現実に即した多用な実践的知識を修得させる。

英語特修プログラムを通じて，国際的な視野で議論できるようする。
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卒業に要する科目，単位数の最低基準

年次生以降

全学共通科目

必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 （高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目

必 修 単位

学 科 科 目 単位 語学科目選択必修 単位，必修科目 単位，選択必修科目 単位，選択必修科目および選択科目 単位）

合 計 単位

・ 年次生

全学共通科目

必 修 単位 ［体育 単位，外国語科目 単位（英語）］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位

学 科 科 目 単位 必修科目 単位，選択必修科目 単位，選択必修科目および選択科目 単位）

合 計 単位

― ―

経済学科 

〔教育研究上の目的〕

演習・英語による講義などの少人数教育及びミクロ・マクロ経済学などの基礎教育において，経済理論の基礎知識を深

く掘り下げながら習得し，現代社会の経済課題について論理的・実証的に分析すること

〔人材養成の目的〕

日々の社会問題・現象を経済学的な視点から分析し，自前の概念装置により社会を評価する能力を国際的な場で活かせ

る人材を養成すること

〔ディプロマ・ポリシー〕

本学科は，学生が卒業時に身につけているべき能力や知識を次のように定めています。卒業要件を満たせば，これらを

身につけた者と認め，学位を授与します。

経済学的な視点の根幹を成すミクロ経済学・マクロ経済学の考え方や概念について理解し，自分の言葉で説明する能力

経済学の知識を土台として，概念装置としての「モデル」を自ら構築し，現代社会における現実的課題を理解し，課題

解決の方法を考える能力

多様な社会経済現象について，情報処理の知識と技能を駆使して，データに基づく統計的分析を遂行する能力

高いレベルのコミュニケーション・スキルを身につけ，国際的な場でリーダーシップを発揮して課題解決に貢献する能

力

学生一人一人の個性（知識，能力，興味など）に応じて，現代社会で活躍できる高い専門性を修得する能力

〔カリキュラム・ポリシー〕

本学科では，ディプロマ・ポリシーの達成を目的として，次のとおりカリキュラムを編成しています。

複数の専任教員が担当する必修科目（ 群科目： ，ミクロ経済学 ，マクロ経済学 ・ ）を通

して，経済理論の基礎的知識を深く掘り下げながら修得させる。

モデル構築の基礎となる数理分析の知識を学ぶための経済数学科目「経済数学解析Ⅰ・Ⅱ」，ミクロ経済学あるいはマ

クロ経済学の応用科目である選択必修科目において社会経済現象を「モデル」として記述して分析する方法を学び，論

理的思考能力を修得させる。

情報処理に関する科目（統計学 ・ ，計量経済学 ・ ，データ分析演習など）を通して，データに基づく統計的分析能

力を修得させる。

アクティブ・ラーニング・セミナーと演習（ゼミ）では少人数のディスカッションやグループ学習を行い，他者と協力

して課題を解決するためのコミュニケーション・スキルを修得させる。

学生が国際的な場で活躍できる英語でのコミュニケーション・スキルを身につけられるように，英語で提供される専門

科目（ ： ）を選択必修科目に設置し，また一定の条件を満たした学生にプログ

ラム認定を行う経済学部・経済学英語特修プログラム（ ）を設ける。

ディプロマ・ポリシーで目標としている共通の基礎的な知識と能力を基盤として，さらにそれぞれの学生が自らの特性

や興味にあった専門性を獲得することを支援するために，より専門性の高い経済学の科目に加え，経営学や他学部他学

科科目を含む多様な専門科目を選択できるようにする。

─ 493 ── 492 ─
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卒業に要する科目，単位数の最低基準

年次生以降

全学共通科目

必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 （高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目

必 修 単位

学 科 科 目 単位 語学科目選択必修 単位，必修科目 単位，選択必修科目 単位，選択必修科目および選択科目 単位）

合 計 単位

・ 年次生

全学共通科目

必 修 単位 ［体育 単位，外国語科目 単位（英語）］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位

学 科 科 目 単位 必修科目 単位，選択必修科目 単位，選択必修科目および選択科目 単位）

合 計 単位

― ―

経済学科 

〔教育研究上の目的〕

演習・英語による講義などの少人数教育及びミクロ・マクロ経済学などの基礎教育において，経済理論の基礎知識を深

く掘り下げながら習得し，現代社会の経済課題について論理的・実証的に分析すること

〔人材養成の目的〕

日々の社会問題・現象を経済学的な視点から分析し，自前の概念装置により社会を評価する能力を国際的な場で活かせ

る人材を養成すること

〔ディプロマ・ポリシー〕

本学科は，学生が卒業時に身につけているべき能力や知識を次のように定めています。卒業要件を満たせば，これらを

身につけた者と認め，学位を授与します。

経済学的な視点の根幹を成すミクロ経済学・マクロ経済学の考え方や概念について理解し，自分の言葉で説明する能力

経済学の知識を土台として，概念装置としての「モデル」を自ら構築し，現代社会における現実的課題を理解し，課題

解決の方法を考える能力

多様な社会経済現象について，情報処理の知識と技能を駆使して，データに基づく統計的分析を遂行する能力

高いレベルのコミュニケーション・スキルを身につけ，国際的な場でリーダーシップを発揮して課題解決に貢献する能

力

学生一人一人の個性（知識，能力，興味など）に応じて，現代社会で活躍できる高い専門性を修得する能力

〔カリキュラム・ポリシー〕

本学科では，ディプロマ・ポリシーの達成を目的として，次のとおりカリキュラムを編成しています。

複数の専任教員が担当する必修科目（ 群科目： ，ミクロ経済学 ，マクロ経済学 ・ ）を通

して，経済理論の基礎的知識を深く掘り下げながら修得させる。

モデル構築の基礎となる数理分析の知識を学ぶための経済数学科目「経済数学解析Ⅰ・Ⅱ」，ミクロ経済学あるいはマ

クロ経済学の応用科目である選択必修科目において社会経済現象を「モデル」として記述して分析する方法を学び，論

理的思考能力を修得させる。

情報処理に関する科目（統計学 ・ ，計量経済学 ・ ，データ分析演習など）を通して，データに基づく統計的分析能

力を修得させる。

アクティブ・ラーニング・セミナーと演習（ゼミ）では少人数のディスカッションやグループ学習を行い，他者と協力

して課題を解決するためのコミュニケーション・スキルを修得させる。

学生が国際的な場で活躍できる英語でのコミュニケーション・スキルを身につけられるように，英語で提供される専門

科目（ ： ）を選択必修科目に設置し，また一定の条件を満たした学生にプログ

ラム認定を行う経済学部・経済学英語特修プログラム（ ）を設ける。

ディプロマ・ポリシーで目標としている共通の基礎的な知識と能力を基盤として，さらにそれぞれの学生が自らの特性

や興味にあった専門性を獲得することを支援するために，より専門性の高い経済学の科目に加え，経営学や他学部他学

科科目を含む多様な専門科目を選択できるようにする。
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・ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

※語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位
（

単
位
）

語
学
科
目

（

単
位
）

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

語
学
科
目
選
択
必
修

英語以外の指定された

同一言語

（注 ）

（

単
位
）

必
修

ミクロ経済学Ⅰ

注 ）

マクロ経済学

注

（

単
位
）

選
択
必
修

選択必修科目から 単位以上を修得する。

（

単
位
）

選
択

選択必修科目および選択科目（分野 【専門科目・経済系】）から 単位以上，選択科目（分野 【専門科目・経済系】お

よび分野 【専門科目・経営／法律系】）から 単位以上を修得する。他学部他学科科目・課程科目（実習を除く）・全学

共通 プログラム科目（注 ）の単位を取得した場合，最高 単位までを選択科目分野 の単位として算入することが

できる。ただし， プログラム科目以外の全学共通科目は除く。

注 ：学科ごとの指定言語および語学科目の履修方法については，履修要覧〔学部科目編〕を参照。

注 ： 年度からのカリキュラム変更により，未修得者は同一科目（「 」と「ミクロ経済学 」）の単
位取得によってこれに充てる。

注 ： 年度からのカリキュラム変更により，未修得者は，「マクロ経済学」あるいは同一科目（「マクロ経済学 」と「マクロ経済学
」）の単位取得によってこれに充てる。

注 ： プログラム科目については，履修要覧〔学部科目編〕を参照。

― ―

標準配当表

年次生以降

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

※語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位
（

単
位
）

語
学
科
目

（

単
位
）

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

語
学
科
目
選
択
必
修

英語以外の指定された

同一言語

（注 ）

（

単
位
）

必
修 ミクロ経済学Ａ

マクロ経済学Ａ

マクロ経済学Ｂ

（

単
位
）

選
択
必
修

選択必修科目から 単位以上を修得する。

（

単
位
）

選
択

選択必修科目および選択科目（分野 【専門科目・経済系】）から 単位以上，選択科目（分野 【専門科目・経済系】お

よび分野 【専門科目・経営／法律系】）から 単位以上を修得する。他学部他学科科目・課程科目（実習を除く）・全学

共通 プログラム科目（注 ）の単位を取得した場合，最高 単位までを選択科目分野 の単位として算入することが

できる。ただし， プログラム科目以外の全学共通科目は除く。

注 ：学科ごとの指定言語および語学科目の履修方法については，履修要覧〔学部科目編〕を参照。

注 ： プログラム科目については，履修要覧〔学部科目編〕を参照。

注 ： ・ 年次生は除く。
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・ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

※語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位
（

単
位
）

語
学
科
目

（

単
位
）

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

語
学
科
目
選
択
必
修

英語以外の指定された

同一言語

（注 ）

（

単
位
）

必
修

ミクロ経済学Ⅰ

注 ）

マクロ経済学

注

（

単
位
）

選
択
必
修

選択必修科目から 単位以上を修得する。

（

単
位
）

選
択

選択必修科目および選択科目（分野 【専門科目・経済系】）から 単位以上，選択科目（分野 【専門科目・経済系】お

よび分野 【専門科目・経営／法律系】）から 単位以上を修得する。他学部他学科科目・課程科目（実習を除く）・全学

共通 プログラム科目（注 ）の単位を取得した場合，最高 単位までを選択科目分野 の単位として算入することが

できる。ただし， プログラム科目以外の全学共通科目は除く。

注 ：学科ごとの指定言語および語学科目の履修方法については，履修要覧〔学部科目編〕を参照。

注 ： 年度からのカリキュラム変更により，未修得者は同一科目（「 」と「ミクロ経済学 」）の単
位取得によってこれに充てる。

注 ： 年度からのカリキュラム変更により，未修得者は，「マクロ経済学」あるいは同一科目（「マクロ経済学 」と「マクロ経済学
」）の単位取得によってこれに充てる。

注 ： プログラム科目については，履修要覧〔学部科目編〕を参照。

― ―

標準配当表

年次生以降

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

※語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位
（

単
位
）

語
学
科
目

（

単
位
）

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

語
学
科
目
選
択
必
修

英語以外の指定された

同一言語

（注 ）

（

単
位
）

必
修 ミクロ経済学Ａ

マクロ経済学Ａ

マクロ経済学Ｂ

（

単
位
）

選
択
必
修

選択必修科目から 単位以上を修得する。

（

単
位
）

選
択

選択必修科目および選択科目（分野 【専門科目・経済系】）から 単位以上，選択科目（分野 【専門科目・経済系】お

よび分野 【専門科目・経営／法律系】）から 単位以上を修得する。他学部他学科科目・課程科目（実習を除く）・全学

共通 プログラム科目（注 ）の単位を取得した場合，最高 単位までを選択科目分野 の単位として算入することが

できる。ただし， プログラム科目以外の全学共通科目は除く。

注 ：学科ごとの指定言語および語学科目の履修方法については，履修要覧〔学部科目編〕を参照。

注 ： プログラム科目については，履修要覧〔学部科目編〕を参照。

注 ： ・ 年次生は除く。
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― ―

履修上の注意

卒業に要する科目，単位数の最低基準（必修科目，選択必修科目，選択科目）等についてはこの要覧を注意深く読

み，各自の履修計画には十分気をつけること。

① 学科科目の所要単位数に関する注意

選択必修科目に指定された学科科目はできるだけ多く履修することが望ましい。

演習については，経済学科の演習の代わりに，経営学科の演習を選択必修科目として履修することができる。

選択必修科目で，卒業に必要な指定単位数を修得した場合，その超過分は選択科目として認められる。また，

選択科目分野 で卒業に必要な指定単位数を修得した場合，その超過分は分野 として認められる。

同一科目は 度履修しても，卒業に必要な単位数として認められるのは， 科目分のみである。同一科目とは，

①科目名が同じ，②科目名が違っても要覧に同一科目とみなす等の記載があるものとする。

② 履修年次に関する注意

年度からのカリキュラム変更により， 年次生以前の学生が修得する必修科目は，以下の科目で読み替

えることができることとする。

「ミクロ経済学Ⅰ」（ 単位）：「 」（ 単位）と「ミクロ経済学 」（ 単位）

「マクロ経済学」（ 単位）：「マクロ経済学 」（ 単位）と「マクロ経済学 」（ 単位）

全学共通選択科目は，各年次において任意に履修してさしつかえない。

外国語科目，語学科目について

〈 年次生以前の学生〉

全学共通科目としての外国語科目および学科科目としての外国語（英語以外の同一外国語）については少なく

とも最低基準に相当する単位数は， ・ 年次のうちに修得することが望ましい。

外国語の英語（必修）ならびに英語以外の外国語については，履修要覧〔学部科目編〕を参照して履修するこ

と。

〈 年次生以降の学生〉

語学科目（必修）および語学科目（選択必修）は， 年次のうちに修得することが望ましい。

語学科目選択必修（英語以外の指定された同一言語）については，履修要覧〔学部科目編〕を参照して履修す

ること。

選択必修および選択の学科科目の履修年次については， 以下の開講科目担当表の中に示されている履修年

次およびナンバリングのレベルを標準とする。

「演習」について

各演習の配当年次は以下の通りとする

履修年次

演習 年次

演習 年次

演習 年次

演習 年次

演習は同じ教員が担当するものを履修すること。また，「演習 」は「演習 」を修得したものが履修できるも

のとする。

なお，「演習 」「演習 」についても，「演習 」は「演習 」を「演習 」は「演習 」を修得した者が履修でき

るものとする。

年度までに「演習Ⅰ」を修得した者は，「演習 」「演習 」を履修することができる。

③ 学科科目に関する注意

開講科目担当表（ ～ ）に記載されている科目以外の科目の単位取得について

他学部他学科科目・課程科目（実習を除く）・全学共通 プログラム科目の単位を取得した場合，最高

単位までを選択科目分野 の単位として算入することができる。ただし， プログラム以外の全学共通科目

は除く。

下記の科目は経済学科の学生が履修することはできない。

経営学科必修科目のすべて，経営学科選択必修科目「経済学総論Ⅰ」「経済学総論Ⅱ」

― ―

・ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

（

単
位
）

外
国
語
科
目
必
修

英語 英語

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

学科科目としての外国

語（英語以外の同一外国

語）

ミクロ経済学Ⅰ

（注 ）

マクロ経済学（注 ）

（

単
位
）

選
択
必
修

選択必修科目から 単位以上を修得する。

（

単
位
）

選
択

選択必修科目および選択科目（分野 【専門科目・経済系】）から 単位以上，選択科目（分野 【専門科目・経済系】お

よび分野 【専門科目・経営／法律系】）から 単位以上を修得する。他学部他学科科目・課程科目（実習を除く）・全学

共通 プログラム科目（注 ）の単位を取得した場合，最高 単位までを選択科目分野 の単位として算入することが

できる。ただし， プログラム科目以外の全学共通科目は除く。

注 ： 年度からのカリキュラム変更により，未修得者は同一科目（「 」と「ミクロ経済学 」）の単
位取得によってこれに充てる。

注 ： 年度からのカリキュラム変更により，未修得者は，「マクロ経済学」あるいは同一科目（「マクロ経済学 」と「マクロ経済学
」）の単位取得によってこれに充てる。

注 ： プログラム科目については，履修要覧〔学部科目編〕を参照。
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履修上の注意

卒業に要する科目，単位数の最低基準（必修科目，選択必修科目，選択科目）等についてはこの要覧を注意深く読

み，各自の履修計画には十分気をつけること。

① 学科科目の所要単位数に関する注意

選択必修科目に指定された学科科目はできるだけ多く履修することが望ましい。

演習については，経済学科の演習の代わりに，経営学科の演習を選択必修科目として履修することができる。

選択必修科目で，卒業に必要な指定単位数を修得した場合，その超過分は選択科目として認められる。また，

選択科目分野 で卒業に必要な指定単位数を修得した場合，その超過分は分野 として認められる。

同一科目は 度履修しても，卒業に必要な単位数として認められるのは， 科目分のみである。同一科目とは，

①科目名が同じ，②科目名が違っても要覧に同一科目とみなす等の記載があるものとする。

② 履修年次に関する注意

年度からのカリキュラム変更により， 年次生以前の学生が修得する必修科目は，以下の科目で読み替

えることができることとする。

「ミクロ経済学Ⅰ」（ 単位）：「 」（ 単位）と「ミクロ経済学 」（ 単位）

「マクロ経済学」（ 単位）：「マクロ経済学 」（ 単位）と「マクロ経済学 」（ 単位）

全学共通選択科目は，各年次において任意に履修してさしつかえない。

外国語科目，語学科目について

〈 年次生以前の学生〉

全学共通科目としての外国語科目および学科科目としての外国語（英語以外の同一外国語）については少なく

とも最低基準に相当する単位数は， ・ 年次のうちに修得することが望ましい。

外国語の英語（必修）ならびに英語以外の外国語については，履修要覧〔学部科目編〕を参照して履修するこ

と。

〈 年次生以降の学生〉

語学科目（必修）および語学科目（選択必修）は， 年次のうちに修得することが望ましい。

語学科目選択必修（英語以外の指定された同一言語）については，履修要覧〔学部科目編〕を参照して履修す

ること。

選択必修および選択の学科科目の履修年次については， 以下の開講科目担当表の中に示されている履修年

次およびナンバリングのレベルを標準とする。

「演習」について

各演習の配当年次は以下の通りとする

履修年次

演習 年次

演習 年次

演習 年次

演習 年次

演習は同じ教員が担当するものを履修すること。また，「演習 」は「演習 」を修得したものが履修できるも

のとする。

なお，「演習 」「演習 」についても，「演習 」は「演習 」を「演習 」は「演習 」を修得した者が履修でき

るものとする。

年度までに「演習Ⅰ」を修得した者は，「演習 」「演習 」を履修することができる。

③ 学科科目に関する注意

開講科目担当表（ ～ ）に記載されている科目以外の科目の単位取得について

他学部他学科科目・課程科目（実習を除く）・全学共通 プログラム科目の単位を取得した場合，最高

単位までを選択科目分野 の単位として算入することができる。ただし， プログラム以外の全学共通科目

は除く。

下記の科目は経済学科の学生が履修することはできない。

経営学科必修科目のすべて，経営学科選択必修科目「経済学総論Ⅰ」「経済学総論Ⅱ」

― ―

・ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

（

単
位
）

外
国
語
科
目
必
修

英語 英語

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

学科科目としての外国

語（英語以外の同一外国

語）

ミクロ経済学Ⅰ

（注 ）

マクロ経済学（注 ）

（

単
位
）

選
択
必
修

選択必修科目から 単位以上を修得する。

（

単
位
）

選
択

選択必修科目および選択科目（分野 【専門科目・経済系】）から 単位以上，選択科目（分野 【専門科目・経済系】お

よび分野 【専門科目・経営／法律系】）から 単位以上を修得する。他学部他学科科目・課程科目（実習を除く）・全学

共通 プログラム科目（注 ）の単位を取得した場合，最高 単位までを選択科目分野 の単位として算入することが

できる。ただし， プログラム科目以外の全学共通科目は除く。

注 ： 年度からのカリキュラム変更により，未修得者は同一科目（「 」と「ミクロ経済学 」）の単
位取得によってこれに充てる。

注 ： 年度からのカリキュラム変更により，未修得者は，「マクロ経済学」あるいは同一科目（「マクロ経済学 」と「マクロ経済学
」）の単位取得によってこれに充てる。

注 ： プログラム科目については，履修要覧〔学部科目編〕を参照。
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― ―

までに学科長に相談すること。

⑥ 科目のナンバリング

開講科目担当表に記載された経済学科開講科目のナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングに

ついては，履修要覧〔ガイド・資料編〕を参照すること。

分野名略称 分野名（英語） 分野名（日本語）

経済学

経営学

法律一般

教職科目

⑦ コース開講科目の履修に関する注意

「開講科目担当表」の「備考」欄に「 コース科目」の表記がある科目は，語学要件の指定や履修登録手続きが

異なる場合がある。同表の欄外に履修条件等を記載しているので，必ず確認のうえ，履修すること。

― ―

前提科目制について

経済学科の学生が前提科目を設けている科目を受講する場合には，履修登録までに次の条件を充たしていなけ

ればならない。この条件を充たしていない学生が，誤って前提科目を設けている科目を履修した場合，卒業要

件に支障が生じることがあるので，履修登録には十分注意すること。

〈 年次生以降の学生〉

「 」「ミクロ経済学Ａ」「ミクロ経済学Ｂ」「ミクロ経済学Ｃ」「マクロ経済学

Ａ」「マクロ経済学Ｂ」のうち 科目以上の単位を取得していること。

〈 年次生以前の学生〉

「ミクロ経済学Ⅰ」「ミクロ経済学Ⅱ」「マクロ経済学」のうち 科目以上の単位を取得していること。ただし，

年度からのカリキュラム変更に伴い，この科目の未修得者は同一科目対照表を参考にし，変更前の科目と

変更後の科目の中から合計 単位以上修得できれば，前提科目の条件を充たすこととする。

経営学科生は「経済学総論Ⅰ」「経済学総論Ⅱ」の 科目を修得していることが望ましい。

編入生･転部科生･再入学生･学士入学生には前提科目制は適用しない。これらの学生が以下の前提科目を設け

ている科目の履修登録を希望する場合には，事前に学事センターに申し出ること。

〔前提科目を設けている科目〕

選択必修科目
（ 群）

計量経済学Ⅰ
計量経済学Ⅱ

国際貿易論Ⅰ
国際貿易論Ⅱ
金融論Ⅰ

金融論Ⅱ
国際マクロ経済学
財政学Ⅰ

財政学Ⅱ
経済発展論
公共経済学Ⅱ

労働経済学Ⅰ
労働経済学Ⅱ
環境経済学

選択科目
（ 群）

中級ミクロ経済学
中級マクロ経済学

公共政策Ⅰ
公共政策Ⅱ

・ ・ 各群に関する注意事項：科目履修度（必修科目，選択必修科目，選択科目）は，単位修得年度の履修

要覧にしたがう。また， に記載の同一科目対照表を必ず参照して重複履修をしないように注意すること。

なお，カリキュラム変更により，入学年次によって全学共通科目および学科科目において科目履修度が違う科

目があるので，十分注意すること。

④ 転部科学生が転部科以前に修得した経済学科学科科目の単位認定に関する取扱基準

転部科以前に修得した経済学科の学科科目の単位認定は 単位を限度とする。

⑤ 年間最高履修限度

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修することは出来ない。

（注） 春学期・秋学期が履修登録単位上限以内であっても，両学期の履修登録単位数の合計が年間上限を上回る

ことはできない。

（単位）
年次 年次 年次 年次

合計
春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

前学期までに教職課程・学芸員課程の履修申込手続きをした 年次生以上の者で，課程科目の履修により，登録単

位数が学期別および年間最高履修限度を超えてしまう場合は，事前に許可を得ておかなければならない。履修登録前
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までに学科長に相談すること。

⑥ 科目のナンバリング

開講科目担当表に記載された経済学科開講科目のナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングに

ついては，履修要覧〔ガイド・資料編〕を参照すること。

分野名略称 分野名（英語） 分野名（日本語）

経済学

経営学

法律一般

教職科目

⑦ コース開講科目の履修に関する注意

「開講科目担当表」の「備考」欄に「 コース科目」の表記がある科目は，語学要件の指定や履修登録手続きが

異なる場合がある。同表の欄外に履修条件等を記載しているので，必ず確認のうえ，履修すること。

― ―

前提科目制について

経済学科の学生が前提科目を設けている科目を受講する場合には，履修登録までに次の条件を充たしていなけ

ればならない。この条件を充たしていない学生が，誤って前提科目を設けている科目を履修した場合，卒業要

件に支障が生じることがあるので，履修登録には十分注意すること。

〈 年次生以降の学生〉

「 」「ミクロ経済学Ａ」「ミクロ経済学Ｂ」「ミクロ経済学Ｃ」「マクロ経済学

Ａ」「マクロ経済学Ｂ」のうち 科目以上の単位を取得していること。

〈 年次生以前の学生〉

「ミクロ経済学Ⅰ」「ミクロ経済学Ⅱ」「マクロ経済学」のうち 科目以上の単位を取得していること。ただし，

年度からのカリキュラム変更に伴い，この科目の未修得者は同一科目対照表を参考にし，変更前の科目と

変更後の科目の中から合計 単位以上修得できれば，前提科目の条件を充たすこととする。

経営学科生は「経済学総論Ⅰ」「経済学総論Ⅱ」の 科目を修得していることが望ましい。

編入生･転部科生･再入学生･学士入学生には前提科目制は適用しない。これらの学生が以下の前提科目を設け

ている科目の履修登録を希望する場合には，事前に学事センターに申し出ること。

〔前提科目を設けている科目〕

選択必修科目
（ 群）

計量経済学Ⅰ
計量経済学Ⅱ

国際貿易論Ⅰ
国際貿易論Ⅱ
金融論Ⅰ

金融論Ⅱ
国際マクロ経済学
財政学Ⅰ

財政学Ⅱ
経済発展論
公共経済学Ⅱ

労働経済学Ⅰ
労働経済学Ⅱ
環境経済学

選択科目
（ 群）

中級ミクロ経済学
中級マクロ経済学

公共政策Ⅰ
公共政策Ⅱ

・ ・ 各群に関する注意事項：科目履修度（必修科目，選択必修科目，選択科目）は，単位修得年度の履修

要覧にしたがう。また， に記載の同一科目対照表を必ず参照して重複履修をしないように注意すること。

なお，カリキュラム変更により，入学年次によって全学共通科目および学科科目において科目履修度が違う科

目があるので，十分注意すること。

④ 転部科学生が転部科以前に修得した経済学科学科科目の単位認定に関する取扱基準

転部科以前に修得した経済学科の学科科目の単位認定は 単位を限度とする。

⑤ 年間最高履修限度

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修することは出来ない。

（注） 春学期・秋学期が履修登録単位上限以内であっても，両学期の履修登録単位数の合計が年間上限を上回る

ことはできない。

（単位）
年次 年次 年次 年次

合計
春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

前学期までに教職課程・学芸員課程の履修申込手続きをした 年次生以上の者で，課程科目の履修により，登録単

位数が学期別および年間最高履修限度を超えてしまう場合は，事前に許可を得ておかなければならない。履修登録前
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同内容科目対照表

下記の科目は科目名，担当者が違っても同内容科目とみなすので重複履修することはできない。

経営組織論Ⅰ

Ⅰ
～

経営組織論Ⅱ

Ⅱ
～

― ―

同一科目対照表

下記の科目は科目名，担当者が違っても変更前と変更後の科目は同一科目とみなすので重複履修しても卒業に必要

な単位数の中に含まれるのは 科目のみである。

変更前 変更後

科目

コード
科目名 単位数 開講年度

科目

コード
科目名 単位数 開講年度

貿易政策の経済分析 国際貿易論Ⅱ ～

国際貿易論Ⅱ ～ 貿易政策の経済分析

特別講義（農業政策の経済学）

農業政策の経済学Ⅰ

農業政策の経済学Ⅱ

～

～

～

農業政策の経済学 ～

特 別 講 義 （

）
～

中級ミクロ経済学 ～ 中級ミクロ経済学 ～

金融制度と政策 ～ 金融制度と金融政策 ～

ミクロ経済学Ⅰ ～
～

ミクロ経済学 ～

マクロ経済学 ～
マクロ経済学 ～

マクロ経済学 ～

ミクロ経済学Ⅱ ～
ミクロ経済学 ～

ミクロ経済学 ～

国際貿易論 ～
国際貿易論Ⅰ ～

国際貿易論Ⅱ ～

金融論 ～
金融論Ⅰ ～

金融論Ⅱ ～

環境経済学Ⅰ ～
環境経済学 ～

環境経済学Ⅱ ～

計量経済学 ～
計量経済学Ⅰ ～

計量経済学Ⅱ ～

経済史Ⅰ ～

国際経済史 ～国際経済史Ⅰ ～

国際経済史Ⅱ ～

戦略的行動の経済分析Ⅰ ～ ～

戦略的行動の経済分析Ⅱ ～ 応用ゲーム理論 ～

日本経済論Ⅰ ～
日本経済論 ～

日本経済論Ⅱ ～

演習Ⅰ ～
演習 ～

演習 ～

演習Ⅱ ～
演習 ～

演習 ～

開発経済論 ～
開発経済論 ～

開発経済論 ～

グローバル化と発展途上国 ～
グローバル化と発展途上国 ～

グローバル化と発展途上国 ～

Ⅰ ～ ～

Ⅱ ～ ～

STRATEGIC MANAGEMENT Ⅰ ～ ～

STRATEGIC MANAGEMENT Ⅱ ～ ～

INTERNATIONAL BUSINESS Ⅰ ～ ～

INTERNATIONAL BUSINESS Ⅱ ～ ～

FINANCIAL MANAGEMENTⅠ ～ ～

FINANCIAL MANAGEMENTⅡ ～ ～

FUNDAMENTAL OF ACCOUNTING Ⅰ ～ ～

FUNDAMENTAL OF ACCOUNTING Ⅱ ～ ～

SPECIAL TOPICS IN MANAGEMENT Ⅰ ～ ～

SPECIAL TOPICS IN MANAGEMENT Ⅱ ～ ～

GLOBAL MARKETING Ⅰ ～ ～

GLOBAL MARKETING Ⅱ ～ ～

経営分析Ⅰ ～
経営分析 ～

経営分析Ⅱ ～
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同内容科目対照表

下記の科目は科目名，担当者が違っても同内容科目とみなすので重複履修することはできない。

経営組織論Ⅰ

Ⅰ
～

経営組織論Ⅱ

Ⅱ
～

― ―

同一科目対照表

下記の科目は科目名，担当者が違っても変更前と変更後の科目は同一科目とみなすので重複履修しても卒業に必要

な単位数の中に含まれるのは 科目のみである。

変更前 変更後

科目

コード
科目名 単位数 開講年度

科目

コード
科目名 単位数 開講年度

貿易政策の経済分析 国際貿易論Ⅱ ～

国際貿易論Ⅱ ～ 貿易政策の経済分析

特別講義（農業政策の経済学）

農業政策の経済学Ⅰ

農業政策の経済学Ⅱ

～

～

～

農業政策の経済学 ～

特 別 講 義 （

）
～

中級ミクロ経済学 ～ 中級ミクロ経済学 ～

金融制度と政策 ～ 金融制度と金融政策 ～

ミクロ経済学Ⅰ ～
～

ミクロ経済学 ～

マクロ経済学 ～
マクロ経済学 ～

マクロ経済学 ～

ミクロ経済学Ⅱ ～
ミクロ経済学 ～

ミクロ経済学 ～

国際貿易論 ～
国際貿易論Ⅰ ～

国際貿易論Ⅱ ～

金融論 ～
金融論Ⅰ ～

金融論Ⅱ ～

環境経済学Ⅰ ～
環境経済学 ～

環境経済学Ⅱ ～

計量経済学 ～
計量経済学Ⅰ ～

計量経済学Ⅱ ～

経済史Ⅰ ～

国際経済史 ～国際経済史Ⅰ ～

国際経済史Ⅱ ～

戦略的行動の経済分析Ⅰ ～ ～

戦略的行動の経済分析Ⅱ ～ 応用ゲーム理論 ～

日本経済論Ⅰ ～
日本経済論 ～

日本経済論Ⅱ ～

演習Ⅰ ～
演習 ～

演習 ～

演習Ⅱ ～
演習 ～

演習 ～

開発経済論 ～
開発経済論 ～

開発経済論 ～

グローバル化と発展途上国 ～
グローバル化と発展途上国 ～

グローバル化と発展途上国 ～

Ⅰ ～ ～

Ⅱ ～ ～

STRATEGIC MANAGEMENT Ⅰ ～ ～

STRATEGIC MANAGEMENT Ⅱ ～ ～

INTERNATIONAL BUSINESS Ⅰ ～ ～

INTERNATIONAL BUSINESS Ⅱ ～ ～

FINANCIAL MANAGEMENTⅠ ～ ～

FINANCIAL MANAGEMENTⅡ ～ ～

FUNDAMENTAL OF ACCOUNTING Ⅰ ～ ～

FUNDAMENTAL OF ACCOUNTING Ⅱ ～ ～

SPECIAL TOPICS IN MANAGEMENT Ⅰ ～ ～

SPECIAL TOPICS IN MANAGEMENT Ⅱ ～ ～

GLOBAL MARKETING Ⅰ ～ ～

GLOBAL MARKETING Ⅱ ～ ～

経営分析Ⅰ ～
経営分析 ～

経営分析Ⅱ ～
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開講科目担当表

語学科目選択必修（ 年次生以降対象）

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者
履修

年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

語
学
科
目

英語以外の指定された同一言語 ～

年次生以降の学生については，語学科目選択必修

として英語以外の指定された同一言語を履修する

こと。

学科科目 群（必修科目）・・・ 年次生以前は 単位， 年次生以降は 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者
履修

年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

学
科
科
目

群

（基礎科目）

学科科目としての外国語

（英語以外の同一外国語）

年次生以前の学生は学科科目としての外国語として，英語以外

の同一言語を履修すること。

春
コーディネータ

堀 江 哲 也
○

輪講， クラス対象

注 参照，注 参照

春
コーディネータ

南 橋 尚 明
○

輪講， クラス対象

注 参照，注 参照

春
コーディネータ

近 藤 広 紀
○

輪講， クラス対象

注 参照，注 参照

春
コーディネータ

樋 口 裕 城
○

輪講， クラス対象

注 参照，注 参照

ミクロ経済学Ａ 春 蓬 田 守 弘
経済学科 年次生対象

注 参照

ミクロ経済学Ａ 春 牧 岡 亮
経済学科生再履修者，経営学科生，他学

部他学科生対象，注 参照

マクロ経済学Ａ 秋 竹 田 陽 介
経済学科 年次生対象

注 参照

マクロ経済学Ａ 秋 長 江 亮
経済学科生再履修者，経営学科生，他学

部他学科生対象，注 参照

マクロ経済学Ｂ 春 近 藤 広 紀
経済学科 年次生対象

注 参照

マクロ経済学Ｂ 春 服 部 孝 洋
経済学科生再履修者，経営学科生，他学

部他学科生対象，注 参照

― ―

経済学部・経済学英語特修プログラム（ ）について（

年次生以降対象）

年度以降の経済学科入学者は， 年次以降に経済学部・経済学英語特修プログラムに登録することができる。

登録は年 回とし， 年次以降に登録を行った場合でも，申請前に修得したプログラム該当科目の単位と成績は，プロ

グラム申請により，修了要件に含めることができる。

以下の修了要件を満たした学生には，申請により修了認定証（ ）もしくは（ ）を授与する。

修了認定証（ ）は（ ）（ ）（ ）の全ての要件を満たすことで授与される。

修了認定証（ ）は（ ）（ ）の要件を満たすことで授与される。

下記の対象科目（開講科目担当表に○もしくは○／日と記載）から 単位以上履修する

そのうち成績の良い 単位の平均 が 以上あること

以上， 以上， 以上， 以上，英検準 級以上のいずれかの英語修了要

件を満たすこと

上記 について，留学による単位換算したもののうち，選択必修（ 群）で換算された単位を 単位まで含めること

ができる場合がある。詳細については，経済学科事務室で確認すること。

プログラム認定対象科目（全て 単位）

＜学科科目＞

経済英語Ⅰ（ ）

経済英語Ⅱ（ ）

経済英語Ⅰ（ ）

経済英語Ⅱ（ ）

Ⅰ

特別講義 年度のみ開

講

Ⅰ（○／日）

Ⅱ（○／日）

＜ コース科目＞

JAPANESE ECONOMY Ⅰ

・（○／日）とは，（ ／日本語）で，教材はすべて英語，授業中

使用言語は日本語の授業のこと。それ以外の科目は，教材も授業中使

用言語も英語。

＜経営学科科目＞

（ 全学共通科目，高学年向け教養科目， ～経営学科

科目）

＜言語教育研究センター＞

プログラム認定対象科目のうち，定員が設けられている抽選科目については，経済学英語特修プログラム登録者が優先されます。
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開講科目担当表

語学科目選択必修（ 年次生以降対象）

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者
履修

年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

語
学
科
目

英語以外の指定された同一言語 ～

年次生以降の学生については，語学科目選択必修

として英語以外の指定された同一言語を履修する

こと。

学科科目 群（必修科目）・・・ 年次生以前は 単位， 年次生以降は 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者
履修

年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

学
科
科
目

群

（基礎科目）

学科科目としての外国語

（英語以外の同一外国語）

年次生以前の学生は学科科目としての外国語として，英語以外

の同一言語を履修すること。

春
コーディネータ

堀 江 哲 也
○

輪講， クラス対象

注 参照，注 参照

春
コーディネータ

南 橋 尚 明
○

輪講， クラス対象

注 参照，注 参照

春
コーディネータ

近 藤 広 紀
○

輪講， クラス対象

注 参照，注 参照

春
コーディネータ

樋 口 裕 城
○

輪講， クラス対象

注 参照，注 参照

ミクロ経済学Ａ 春 蓬 田 守 弘
経済学科 年次生対象

注 参照

ミクロ経済学Ａ 春 牧 岡 亮
経済学科生再履修者，経営学科生，他学

部他学科生対象，注 参照

マクロ経済学Ａ 秋 竹 田 陽 介
経済学科 年次生対象

注 参照

マクロ経済学Ａ 秋 長 江 亮
経済学科生再履修者，経営学科生，他学

部他学科生対象，注 参照

マクロ経済学Ｂ 春 近 藤 広 紀
経済学科 年次生対象

注 参照

マクロ経済学Ｂ 春 服 部 孝 洋
経済学科生再履修者，経営学科生，他学

部他学科生対象，注 参照

― ―

経済学部・経済学英語特修プログラム（ ）について（

年次生以降対象）

年度以降の経済学科入学者は， 年次以降に経済学部・経済学英語特修プログラムに登録することができる。

登録は年 回とし， 年次以降に登録を行った場合でも，申請前に修得したプログラム該当科目の単位と成績は，プロ

グラム申請により，修了要件に含めることができる。

以下の修了要件を満たした学生には，申請により修了認定証（ ）もしくは（ ）を授与する。

修了認定証（ ）は（ ）（ ）（ ）の全ての要件を満たすことで授与される。

修了認定証（ ）は（ ）（ ）の要件を満たすことで授与される。

下記の対象科目（開講科目担当表に○もしくは○／日と記載）から 単位以上履修する

そのうち成績の良い 単位の平均 が 以上あること

以上， 以上， 以上， 以上，英検準 級以上のいずれかの英語修了要

件を満たすこと

上記 について，留学による単位換算したもののうち，選択必修（ 群）で換算された単位を 単位まで含めること

ができる場合がある。詳細については，経済学科事務室で確認すること。

プログラム認定対象科目（全て 単位）

＜学科科目＞

経済英語Ⅰ（ ）

経済英語Ⅱ（ ）

経済英語Ⅰ（ ）

経済英語Ⅱ（ ）

Ⅰ

特別講義 年度のみ開

講

Ⅰ（○／日）

Ⅱ（○／日）

＜ コース科目＞

JAPANESE ECONOMY Ⅰ

・（○／日）とは，（ ／日本語）で，教材はすべて英語，授業中

使用言語は日本語の授業のこと。それ以外の科目は，教材も授業中使

用言語も英語。

＜経営学科科目＞

（ 全学共通科目，高学年向け教養科目， ～経営学科

科目）

＜言語教育研究センター＞

プログラム認定対象科目のうち，定員が設けられている抽選科目については，経済学英語特修プログラム登録者が優先されます。
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者
履修

年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

学
科
科
目

群

（ ： ）

経済英語Ⅰ 春 ～ ○ ［ 名］，経済学科生優先

経済英語Ⅱ 秋 ～ ○ ［ 名］，経済学科生優先

経済英語Ⅰ 春 ～ ○ ［ 名］，経済学科生優先，注 参照，○
経済英語Ⅱ 秋 ～ ○ ［ 名］，経済学科生優先，注 参照，○
経済英語Ⅰ 休講 ～ ○ ［ 名］，経済学科生優先，注 参照，○
経済英語Ⅱ 春 ～ ○ 経済学科生優先，注 参照，○

未定 ～ ○ ○

秋 プテンカラム ジョンジョセフ ～ ○ 注 参照， コース科目，注 参照，○

秋 蓬 田 守 弘 ～ ○
［ 名］， コース科目，経済学科生優先，

注 ・注 ・注 参照，○
Ⅰ 休講 ～ ○ コース科目，注 参照，○

春 堀 江 哲 也 ～ ○ コース科目，注 参照，○

秋 倉 田 正 充 ～ ○ コース科目，注 参照，○
春 釜 賀 浩 平 ～ ○ コース科目，注 参照，○

秋 樋 口 裕 城 ～ ○
経済学部生対象， コース科目，注

参照，○
秋 南 橋 尚 明 ～ ○ コース科目，注 参照，○

Ⅰ
春 江 頭 隆 治 ～ ○／日

Ⅱ
秋 江 頭 隆 治 ～ ○／日

本 田 文 子 ～ ○ コース科目，注 参照，○
本 田 文 子 ～ ○ コース科目，注 参照，○
本 田 文 子 ○ 名 ， コース科目，注 ・注 参照，○

秋 本 田 文 子 ○
名］， コース科目，注 ・注

参照

Ⅱ
春 本 田 文 子 ○

名］，経済学科 年次生， コース

科目，注 参照

○
［ 名］，経済学科 年次生優先，注 参

照， コース科目，注 ・注 参照，○
～ ○

［ 名］，経済学科生優先，注 参照，

コース科目，注 参照，○
～ ○

［ 名］，注 参照， コース科目，

注 参照，○
～ ○

［ 名］，注 参照， コース科目，

注 ・注 参照，○

Ⅰ
春 ○

［ 名］，経済学科 年次生優先， コー

ス科目，注 参照

秋 ○
［ 名］，経済学科 年次生優先， コー

ス科目，注 ・注 参照

他 言語教育研究センター

注 参照，○
他 言語教育研究センター

注 参照，○
他 言語教育研究センター

注 参照，○
他 言語教育研究センター

注 参照，○
他 言語教育研究センター

注 参照，○
他 言語教育研究センター

注 参照，○
他 言語教育研究センター

注 参照，○
（演習）

演習 春 竹 田 陽 介 と合併

演習 春 プテンカラム ジョンジョセフ と合併

演習 春 出 島 敬 久 と合併

演習 春 青 木 研 と合併

演習 春 川 西 諭 と合併

― ―

学科科目 群（選択必修科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者
履修

年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

学
科
科
目

群

（基本科目）

ミクロ経済学Ｂ 秋 青 木 研
経済学科 年次生対象

注 参照

ミクロ経済学Ｂ 春 阿 武 秀 和
経済学科生再履修者，経営学科生，他学

部他学科生対象，注 参照

ミクロ経済学Ｃ 春 釜 賀 浩 平
経済学科 年次生履修不可，経済学科 年次生対象，

注 参照

ミクロ経済学Ｃ 秋 未 定
経済学科 年次生履修不可，経済学科再履修者，経

営学科生，他学部他学科生対象，注 参照

国際貿易論Ⅰ 春 田 中 巌 ～
隔年開講， 名 ，経済学科生優先，前提科

目あり 参照

国際貿易論Ⅱ 休講 ～
隔年開講，前提科目あり

参照

国際マクロ経済学 休講 ～
前提科目あり

参照

財政学Ⅰ 春 中 里 透 ～
前提科目あり

参照

財政学Ⅱ 休講 ～
前提科目あり

参照

金融論Ⅰ 春 川 西 諭 ～
［ 名］，経済学科生優先，前提科目

あり 参照

金融論Ⅱ 休講 ～

［ 名］，金融論Ⅰを履修済である
こと，経済学科生優先，前提科目

あり 参照

公共経済学Ⅱ 秋 近 藤 広 紀 ～
前提科目あり

参照

環境経済学 秋 堀 江 哲 也 ～
［ 名］，経済学科生優先，前提科目
あり 参照

計量経済学Ⅰ 春 倉 田 正 充 ～
［ 名］，前提科目あり

参照

計量経済学Ⅱ 秋 倉 田 正 充 ～
［ 名］，経済学科 年次生優先，計量経済学Ⅰ

を履修済であること，前提科目あり 参照

統計学Ⅰ 春 竹 内 明 香 経済学部生のみ履修可

統計学Ⅱ 秋 竹 内 明 香 経済学部生のみ履修可

統計学Ⅰ 休講

統計学Ⅱ 休講

経済数学解析Ⅰ 春 來 島 愛 子 ， クラス，注 参照

経済数学解析Ⅱ 秋 來 島 愛 子 ， クラス，注 参照

経済数学解析Ⅰ 春 小 河 誠 巳 ， クラス，注 参照

経済数学解析Ⅱ 秋 小 河 誠 巳 ， クラス，注 参照

データ分析演習 秋 鶴 田 利 郎 ［ 名］， ， ， ， ｸﾗｽ，注 参照

データ分析演習 秋 來 島 愛 子 ［ 名］Ｅ ，Ｅ ， ， ｸﾗｽ，注 参照

産業組織論Ⅰ 休講 ～ 経済学科生優先，注 参照

産業組織論Ⅱ 休講 ～ 経済学科生優先，注 参照

労働経済学Ⅰ 春 出 島 敬 久 ～ 前提科目あり 参照

労働経済学Ⅱ 秋 出 島 敬 久 ～ 前提科目あり 参照

国際経済史 休講 ～ ［ 名］，経済学科生優先

応用ゲーム理論 秋 釜 賀 浩 平 ～

経済政策 春 竹 田 陽 介 ～

経済発展論 春 樋 口 裕 城 ～ 前提科目あり 参照

日本経済論 春 南 橋 尚 明 ～ 経済学科生優先， 年次生以前は選択科目 群となる
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者
履修

年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

学
科
科
目

群

（ ： ）

経済英語Ⅰ 春 ～ ○ ［ 名］，経済学科生優先

経済英語Ⅱ 秋 ～ ○ ［ 名］，経済学科生優先

経済英語Ⅰ 春 ～ ○ ［ 名］，経済学科生優先，注 参照，○
経済英語Ⅱ 秋 ～ ○ ［ 名］，経済学科生優先，注 参照，○
経済英語Ⅰ 休講 ～ ○ ［ 名］，経済学科生優先，注 参照，○
経済英語Ⅱ 春 ～ ○ 経済学科生優先，注 参照，○

未定 ～ ○ ○

秋 プテンカラム ジョンジョセフ ～ ○ 注 参照， コース科目，注 参照，○

秋 蓬 田 守 弘 ～ ○
［ 名］， コース科目，経済学科生優先，

注 ・注 ・注 参照，○
Ⅰ 休講 ～ ○ コース科目，注 参照，○

春 堀 江 哲 也 ～ ○ コース科目，注 参照，○

秋 倉 田 正 充 ～ ○ コース科目，注 参照，○
春 釜 賀 浩 平 ～ ○ コース科目，注 参照，○

秋 樋 口 裕 城 ～ ○
経済学部生対象， コース科目，注

参照，○
秋 南 橋 尚 明 ～ ○ コース科目，注 参照，○

Ⅰ
春 江 頭 隆 治 ～ ○／日

Ⅱ
秋 江 頭 隆 治 ～ ○／日

本 田 文 子 ～ ○ コース科目，注 参照，○
本 田 文 子 ～ ○ コース科目，注 参照，○
本 田 文 子 ○ 名 ， コース科目，注 ・注 参照，○

秋 本 田 文 子 ○
名］， コース科目，注 ・注

参照

Ⅱ
春 本 田 文 子 ○

名］，経済学科 年次生， コース

科目，注 参照

○
［ 名］，経済学科 年次生優先，注 参

照， コース科目，注 ・注 参照，○
～ ○

［ 名］，経済学科生優先，注 参照，

コース科目，注 参照，○
～ ○

［ 名］，注 参照， コース科目，

注 参照，○
～ ○

［ 名］，注 参照， コース科目，

注 ・注 参照，○

Ⅰ
春 ○

［ 名］，経済学科 年次生優先， コー

ス科目，注 参照

秋 ○
［ 名］，経済学科 年次生優先， コー

ス科目，注 ・注 参照

他 言語教育研究センター

注 参照，○
他 言語教育研究センター

注 参照，○
他 言語教育研究センター

注 参照，○
他 言語教育研究センター

注 参照，○
他 言語教育研究センター

注 参照，○
他 言語教育研究センター

注 参照，○
他 言語教育研究センター

注 参照，○
（演習）

演習 春 竹 田 陽 介 と合併

演習 春 プテンカラム ジョンジョセフ と合併

演習 春 出 島 敬 久 と合併

演習 春 青 木 研 と合併

演習 春 川 西 諭 と合併

― ―

学科科目 群（選択必修科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者
履修

年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

学
科
科
目

群

（基本科目）

ミクロ経済学Ｂ 秋 青 木 研
経済学科 年次生対象

注 参照

ミクロ経済学Ｂ 春 阿 武 秀 和
経済学科生再履修者，経営学科生，他学

部他学科生対象，注 参照

ミクロ経済学Ｃ 春 釜 賀 浩 平
経済学科 年次生履修不可，経済学科 年次生対象，

注 参照

ミクロ経済学Ｃ 秋 未 定
経済学科 年次生履修不可，経済学科再履修者，経

営学科生，他学部他学科生対象，注 参照

国際貿易論Ⅰ 春 田 中 巌 ～
隔年開講， 名 ，経済学科生優先，前提科

目あり 参照

国際貿易論Ⅱ 休講 ～
隔年開講，前提科目あり

参照

国際マクロ経済学 休講 ～
前提科目あり

参照

財政学Ⅰ 春 中 里 透 ～
前提科目あり

参照

財政学Ⅱ 休講 ～
前提科目あり

参照

金融論Ⅰ 春 川 西 諭 ～
［ 名］，経済学科生優先，前提科目

あり 参照

金融論Ⅱ 休講 ～

［ 名］，金融論Ⅰを履修済である
こと，経済学科生優先，前提科目

あり 参照

公共経済学Ⅱ 秋 近 藤 広 紀 ～
前提科目あり

参照

環境経済学 秋 堀 江 哲 也 ～
［ 名］，経済学科生優先，前提科目
あり 参照

計量経済学Ⅰ 春 倉 田 正 充 ～
［ 名］，前提科目あり

参照

計量経済学Ⅱ 秋 倉 田 正 充 ～
［ 名］，経済学科 年次生優先，計量経済学Ⅰ

を履修済であること，前提科目あり 参照

統計学Ⅰ 春 竹 内 明 香 経済学部生のみ履修可

統計学Ⅱ 秋 竹 内 明 香 経済学部生のみ履修可

統計学Ⅰ 休講

統計学Ⅱ 休講

経済数学解析Ⅰ 春 來 島 愛 子 ， クラス，注 参照

経済数学解析Ⅱ 秋 來 島 愛 子 ， クラス，注 参照

経済数学解析Ⅰ 春 小 河 誠 巳 ， クラス，注 参照

経済数学解析Ⅱ 秋 小 河 誠 巳 ， クラス，注 参照

データ分析演習 秋 鶴 田 利 郎 ［ 名］， ， ， ， ｸﾗｽ，注 参照

データ分析演習 秋 來 島 愛 子 ［ 名］Ｅ ，Ｅ ， ， ｸﾗｽ，注 参照

産業組織論Ⅰ 休講 ～ 経済学科生優先，注 参照

産業組織論Ⅱ 休講 ～ 経済学科生優先，注 参照

労働経済学Ⅰ 春 出 島 敬 久 ～ 前提科目あり 参照

労働経済学Ⅱ 秋 出 島 敬 久 ～ 前提科目あり 参照

国際経済史 休講 ～ ［ 名］，経済学科生優先

応用ゲーム理論 秋 釜 賀 浩 平 ～

経済政策 春 竹 田 陽 介 ～

経済発展論 春 樋 口 裕 城 ～ 前提科目あり 参照

日本経済論 春 南 橋 尚 明 ～ 経済学科生優先， 年次生以前は選択科目 群となる
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学科科目 群（選択科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者
履修

年次

外

国

語

備考

選
択
科
目
（
分
野

）

学
科
科
目

｜

群

【専門科目・経済系】

（中級理論）

中級マクロ経済学 休講 ～ 前提科目あり 参照）

中級ミクロ経済学 休講 ～ 前提科目あり 参照

（情報・統計・数学）

線形経済数学 春 來 島 愛 子 ～

経済分析の数理 休講 ～

証券データ分析 春 竹 内 明 香 ～ 名 ，経済学科生優先

計量ファイナンス 秋 竹 内 明 香 ・ 名 ，経済学科生優先

（政策・日本経済）

公共政策Ⅰ 休講 ～ 前提科目あり 参照

公共政策Ⅱ 春 釜 賀 浩 平 ～ 前提科目あり 参照

農業政策の経済学 休講 ～ 注 参照

経済統計論Ⅰ 春 伊 藤 伸 介 ～ ［ 名］，経済学科生優先

経済統計論Ⅱ 秋 伊 藤 伸 介 ～ ［ 名］，経済学科生優先

少子化の経済分析 秋 出 島 敬 久 ～

人口と成長の経済分析 春 出 島 敬 久 ～

（労働・社会保障）

医療経済学 春 長 根 裕 美 ～ 注 参照

（経済発展）

アジア開発経済論 春 プテンカラム ジョンジョセフ ～

アジア経済成長論 秋 プテンカラム ジョンジョセフ ～

開発経済学
（他）総合グローバル学科，旧「開発経済論 」，

「開発経済論 」，注 参照

グローバル化と発展途上国

（他）総合グローバル学科，旧「グローバル化

と発展途上国 」「グローバル化と発展途上国

」，注 参照

他 言語教育研究センター注 参

照

他 言語教育研究センター注 参

照

他 言語教育研究センター注 参

照

他 言語教育研究センター注 参

照

休講 コース科目

未定 未 定 コース科目

休講 コース科目

（その他）

（アクティブ・ラーニング・セ

ミナー）
春 竹 田 陽 介

名 ，経済学部 ・ ・ 年次生

のみ履修可，経済学部 年次生優

先，注 参照

（アクティブ・ラーニング・セ

ミナー）
秋 近 藤 広 紀

名 ，経済学部 ・ ・ 年次生

のみ履修可，経済学部 年次生優

先，注 参照

（アクティブ・ラーニング・セ

ミナー）
休講

経済学部 ・ ・ 年次生のみ履修

可，経済学部 年次生優先，注

参照

マクロ経済事情 春 小野寺 敬 ～ ［ 名］，経済学科生優先

金融制度と金融政策 秋 竹 田 陽 介 ～ 注 参照

特別講義（開発援助論） 秋
福 田 幸 正

小 林 誉 明
～

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者
履修

年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

学
科
科
目

群

演習 春 中 里 透 と合併

演習 春 蓬 田 守 弘 と合併

演習 春 近 藤 広 紀 と合併

演習 春 來 島 愛 子 と合併

演習 春 竹 内 明 香 と合併

演習 春 釜 賀 浩 平 と合併

演習 春 倉 田 正 充

演習 春 堀 江 哲 也 と合併

演習 春 南 橋 尚 明 と合併

演習 春 樋 口 裕 城 と合併

経営学科開講 演習

（ 参照）
（他）経営学科

演習 秋 竹 田 陽 介 と合併

演習 秋 プテンカラム ジョンジョセフ と合併

演習 秋 出 島 敬 久 と合併

演習 秋 青 木 研 と合併

演習 秋 川 西 諭 と合併

演習 春 中 里 透 と合併

演習 秋 蓬 田 守 弘 と合併

演習 秋 近 藤 広 紀 と合併

演習 秋 來 島 愛 子 と合併

演習 秋 竹 内 明 香 と合併

演習 秋 釜 賀 浩 平 と合併

演習 秋 倉 田 正 充

演習 秋 堀 江 哲 也 と合併

演習 秋 南 橋 尚 明 と合併

演習 秋 樋 口 裕 城 と合併

経営学科開講 演習

（ ～ 参照）
（他）経営学科

演習 春 竹 田 陽 介 と合併

演習 春 プテンカラム ジョンジョセフ と合併

演習 春 出 島 敬 久 と合併

演習 春 青 木 研 と合併

演習 春 川 西 諭 と合併

演習 春 中 里 透 と合併

演習 春 蓬 田 守 弘 と合併

演習 春 近 藤 広 紀 と合併

演習 春 來 島 愛 子 と合併

演習 春 竹 内 明 香 と合併

演習 春 釜 賀 浩 平 と合併

演習 春 倉 田 正 充

演習 春 堀 江 哲 也 と合併

演習 春 南 橋 尚 明 と合併

演習 春 樋 口 裕 城 と合併

経営学科開講 演習

（ 参照）
（他）経営学科

演習 秋 竹 田 陽 介 と合併

演習 秋 プテンカラム ジョンジョセフ と合併

演習 秋 出 島 敬 久 と合併

演習 秋 青 木 研 と合併

演習 秋 川 西 諭 と合併

演習 春 中 里 透 と合併

演習 秋 蓬 田 守 弘 と合併

演習 秋 近 藤 広 紀 と合併

演習 秋 來 島 愛 子 と合併

演習 秋 竹 内 明 香 と合併

演習 秋 釜 賀 浩 平 と合併

演習 秋 倉 田 正 充

演習 秋 堀 江 哲 也 と合併

演習 秋 南 橋 尚 明 と合併

演習 秋 樋 口 裕 城 と合併

経営学科開講 演習

（ 参照）
（他）経営学科
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学科科目 群（選択科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者
履修

年次

外

国

語

備考

選
択
科
目
（
分
野

）

学
科
科
目

｜

群

【専門科目・経済系】

（中級理論）

中級マクロ経済学 休講 ～ 前提科目あり 参照）

中級ミクロ経済学 休講 ～ 前提科目あり 参照

（情報・統計・数学）

線形経済数学 春 來 島 愛 子 ～

経済分析の数理 休講 ～

証券データ分析 春 竹 内 明 香 ～ 名 ，経済学科生優先

計量ファイナンス 秋 竹 内 明 香 ・ 名 ，経済学科生優先

（政策・日本経済）

公共政策Ⅰ 休講 ～ 前提科目あり 参照

公共政策Ⅱ 春 釜 賀 浩 平 ～ 前提科目あり 参照

農業政策の経済学 休講 ～ 注 参照

経済統計論Ⅰ 春 伊 藤 伸 介 ～ ［ 名］，経済学科生優先

経済統計論Ⅱ 秋 伊 藤 伸 介 ～ ［ 名］，経済学科生優先

少子化の経済分析 秋 出 島 敬 久 ～

人口と成長の経済分析 春 出 島 敬 久 ～

（労働・社会保障）

医療経済学 春 長 根 裕 美 ～ 注 参照

（経済発展）

アジア開発経済論 春 プテンカラム ジョンジョセフ ～

アジア経済成長論 秋 プテンカラム ジョンジョセフ ～

開発経済学
（他）総合グローバル学科，旧「開発経済論 」，

「開発経済論 」，注 参照

グローバル化と発展途上国

（他）総合グローバル学科，旧「グローバル化

と発展途上国 」「グローバル化と発展途上国

」，注 参照

他 言語教育研究センター注 参

照

他 言語教育研究センター注 参

照

他 言語教育研究センター注 参

照

他 言語教育研究センター注 参

照

休講 コース科目

未定 未 定 コース科目

休講 コース科目

（その他）

（アクティブ・ラーニング・セ

ミナー）
春 竹 田 陽 介

名 ，経済学部 ・ ・ 年次生

のみ履修可，経済学部 年次生優

先，注 参照

（アクティブ・ラーニング・セ

ミナー）
秋 近 藤 広 紀

名 ，経済学部 ・ ・ 年次生

のみ履修可，経済学部 年次生優

先，注 参照

（アクティブ・ラーニング・セ

ミナー）
休講

経済学部 ・ ・ 年次生のみ履修

可，経済学部 年次生優先，注

参照

マクロ経済事情 春 小野寺 敬 ～ ［ 名］，経済学科生優先

金融制度と金融政策 秋 竹 田 陽 介 ～ 注 参照

特別講義（開発援助論） 秋
福 田 幸 正

小 林 誉 明
～

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者
履修

年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

学
科
科
目

群

演習 春 中 里 透 と合併

演習 春 蓬 田 守 弘 と合併

演習 春 近 藤 広 紀 と合併

演習 春 來 島 愛 子 と合併

演習 春 竹 内 明 香 と合併

演習 春 釜 賀 浩 平 と合併

演習 春 倉 田 正 充

演習 春 堀 江 哲 也 と合併

演習 春 南 橋 尚 明 と合併

演習 春 樋 口 裕 城 と合併

経営学科開講 演習

（ 参照）
（他）経営学科

演習 秋 竹 田 陽 介 と合併

演習 秋 プテンカラム ジョンジョセフ と合併

演習 秋 出 島 敬 久 と合併

演習 秋 青 木 研 と合併

演習 秋 川 西 諭 と合併

演習 春 中 里 透 と合併

演習 秋 蓬 田 守 弘 と合併

演習 秋 近 藤 広 紀 と合併

演習 秋 來 島 愛 子 と合併

演習 秋 竹 内 明 香 と合併

演習 秋 釜 賀 浩 平 と合併

演習 秋 倉 田 正 充

演習 秋 堀 江 哲 也 と合併

演習 秋 南 橋 尚 明 と合併

演習 秋 樋 口 裕 城 と合併

経営学科開講 演習

（ ～ 参照）
（他）経営学科

演習 春 竹 田 陽 介 と合併

演習 春 プテンカラム ジョンジョセフ と合併

演習 春 出 島 敬 久 と合併

演習 春 青 木 研 と合併

演習 春 川 西 諭 と合併

演習 春 中 里 透 と合併

演習 春 蓬 田 守 弘 と合併

演習 春 近 藤 広 紀 と合併

演習 春 來 島 愛 子 と合併

演習 春 竹 内 明 香 と合併

演習 春 釜 賀 浩 平 と合併

演習 春 倉 田 正 充

演習 春 堀 江 哲 也 と合併

演習 春 南 橋 尚 明 と合併

演習 春 樋 口 裕 城 と合併

経営学科開講 演習

（ 参照）
（他）経営学科

演習 秋 竹 田 陽 介 と合併

演習 秋 プテンカラム ジョンジョセフ と合併

演習 秋 出 島 敬 久 と合併

演習 秋 青 木 研 と合併

演習 秋 川 西 諭 と合併

演習 春 中 里 透 と合併

演習 秋 蓬 田 守 弘 と合併

演習 秋 近 藤 広 紀 と合併

演習 秋 來 島 愛 子 と合併

演習 秋 竹 内 明 香 と合併

演習 秋 釜 賀 浩 平 と合併

演習 秋 倉 田 正 充

演習 秋 堀 江 哲 也 と合併

演習 秋 南 橋 尚 明 と合併

演習 秋 樋 口 裕 城 と合併

経営学科開講 演習

（ 参照）
（他）経営学科
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者
履修

年次

外

国

語

備考

選
択
科
目
（
分
野

）

学
科
科
目

｜

群

マーケティング戦略論Ⅰ （他）経営学科

マーケティング戦略論Ⅱ （他）経営学科

ブランド・マネジメント論 （他）経営学科

マーケティング・リサーチ入門 （他）経営学科

消費者行動論 （他）経営学科

消費者行動分析 （他）経営学科

流通経済論 （他）経営学科

（他）経営学科

（他）経営学科

小売マーケティング （他）経営学科

（他）経営学科

（他）経営学科

（他）経営学科

マーケティング論特講Ⅰ （他）経営学科

マーケティング論特講Ⅱ （他）経営学科

（他）経営学科

（他）経営学科

（他）経営学科

（他）経営学科

（会計）

簿記会計学入門Ⅰ （他）経営学科

簿記会計学入門Ⅱ （他）経営学科

財務諸表論Ⅰ （他）経営学科

財務諸表論Ⅱ （他）経営学科

財務諸表論Ⅲ （他）経営学科

会計学特講 （他）経営学科

環境マネジメント論 （他）経営学科

監査論Ⅰ （他）経営学科

監査論Ⅱ （他）経営学科

英文会計 （他）経営学科

管理会計論Ⅰ （他）経営学科

管理会計論Ⅱ （他）経営学科

経営分析 （他）経営学科

原価計算論Ⅰ （他）経営学科

原価計算論Ⅱ （他）経営学科

（他）経営学科

（他）経営学科

（他）経営学科

（他）経営学科

公会計Ⅰ （他）経営学科

公会計Ⅱ （他）経営学科

（法律）

民法 （他）経営学科

民法 （他）経営学科

商法Ⅰ （他）経営学科

商法Ⅱ （他）経営学科

労働法Ⅰ （他）法学部

労働法Ⅱ （他）法学部

国際取引法総論 （他）法学部

国際取引法各論 （他）法学部

経済法 （他）法学部

法律学 春 土 屋 志 穂 ～
教科に関する科目（教職履修者

用の科目：公民）

（その他）

経営英語Ⅰ （他）経営学科

経営英語Ⅱ （他）経営学科

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者
履修

年次

外

国

語

備考

選
択
科
目
（
分
野

）

学
科
科
目

｜

群

特別講義（都市と地域の経済Ⅰ） 春 藤 原 徹 ～

特別講義（都市と地域の経済Ⅱ） 秋 藤 原 徹 ～

特別講義（貧困とコミュニ

ティの経済学Ⅰ）
春 中 西 徹 ～

特別講義（貧困とコミュニ

ティの経済学Ⅱ）
秋 中 西 徹 ～

特別講義（政治の経済分析） 秋 浅 古 泰 史 ～

社会問題の経済分析 春 長 江 亮 ～ ［ 名］，経済学科生優先

バンキング基礎演習 秋 穂 刈 俊 彦 ～

［ 名］，金融論Ⅰを履修済であ

ること，経済学科 年次生優先，

あおぞら銀行連携講座

選
択
科
目
（
分
野

）

学
科
科
目

｜

群

【専門科目・経営／法律系】

（経営・管理）

経営学総論 春 兒 玉 公一郎 ～ 経済学科生のみ履修可

経営管理論 （他）経営学科

経営戦略論Ⅰ （他）経営学科

経営戦略論Ⅱ （他）経営学科

経営戦略論Ⅲ （他）経営学科

経営戦略論Ⅳ （他）経営学科

事業創造論Ⅰ （他）経営学科

事業創造論Ⅱ （他）経営学科

経済・経営の倫理 （他）経営学科

国際経営論Ⅰ （他）経営学科

国際経営論Ⅱ （他）経営学科

国際経営論Ⅲ （他）経営学科

製品開発論 （他）経営学科

組織間関係論 （他）経営学科

経営組織論Ⅰ （他）経営学科

経営組織論Ⅱ （他）経営学科

経営組織論Ⅲ （他）経営学科

（他）経営学科

（他）経営学科

（他）経営学科

（他）経営学科

（他）経営学科

（他）経営学科

（他）経営学科

（他）経営学科

人的資源管理論Ⅰ （他）経営学科

人的資源管理論Ⅱ （他）経営学科

産業社会学Ⅰ （他）経営学科

産業社会学Ⅱ （他）経営学科

産業・組織心理学 （他）経営学科

企業経済論Ⅰ （他）経営学科

企業経済論Ⅱ （他）経営学科

経営財務論Ⅰ （他）経営学科

経営財務論Ⅱ （他）経営学科

技術経営論 （他）経営学科

経営統計学 （他）経営学科

経営データ分析入門 （他）経営学科

（マーケティング）

マーケティング・コミュニケー

ション論
（他）経営学科

応用マーケティング （他）経営学科
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）

学
科
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目

｜

群

マーケティング戦略論Ⅰ （他）経営学科

マーケティング戦略論Ⅱ （他）経営学科

ブランド・マネジメント論 （他）経営学科

マーケティング・リサーチ入門 （他）経営学科

消費者行動論 （他）経営学科

消費者行動分析 （他）経営学科

流通経済論 （他）経営学科

（他）経営学科

（他）経営学科

小売マーケティング （他）経営学科

（他）経営学科

（他）経営学科

（他）経営学科

マーケティング論特講Ⅰ （他）経営学科

マーケティング論特講Ⅱ （他）経営学科

（他）経営学科

（他）経営学科

（他）経営学科

（他）経営学科

（会計）

簿記会計学入門Ⅰ （他）経営学科

簿記会計学入門Ⅱ （他）経営学科

財務諸表論Ⅰ （他）経営学科

財務諸表論Ⅱ （他）経営学科

財務諸表論Ⅲ （他）経営学科

会計学特講 （他）経営学科

環境マネジメント論 （他）経営学科

監査論Ⅰ （他）経営学科

監査論Ⅱ （他）経営学科

英文会計 （他）経営学科

管理会計論Ⅰ （他）経営学科

管理会計論Ⅱ （他）経営学科

経営分析 （他）経営学科

原価計算論Ⅰ （他）経営学科

原価計算論Ⅱ （他）経営学科

（他）経営学科

（他）経営学科

（他）経営学科

（他）経営学科

公会計Ⅰ （他）経営学科

公会計Ⅱ （他）経営学科

（法律）

民法 （他）経営学科

民法 （他）経営学科

商法Ⅰ （他）経営学科

商法Ⅱ （他）経営学科

労働法Ⅰ （他）法学部

労働法Ⅱ （他）法学部

国際取引法総論 （他）法学部

国際取引法各論 （他）法学部

経済法 （他）法学部

法律学 春 土 屋 志 穂 ～
教科に関する科目（教職履修者

用の科目：公民）

（その他）

経営英語Ⅰ （他）経営学科

経営英語Ⅱ （他）経営学科

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者
履修

年次

外

国

語

備考

選
択
科
目
（
分
野

）

学
科
科
目

｜

群

特別講義（都市と地域の経済Ⅰ） 春 藤 原 徹 ～

特別講義（都市と地域の経済Ⅱ） 秋 藤 原 徹 ～

特別講義（貧困とコミュニ

ティの経済学Ⅰ）
春 中 西 徹 ～

特別講義（貧困とコミュニ

ティの経済学Ⅱ）
秋 中 西 徹 ～

特別講義（政治の経済分析） 秋 浅 古 泰 史 ～

社会問題の経済分析 春 長 江 亮 ～ ［ 名］，経済学科生優先

バンキング基礎演習 秋 穂 刈 俊 彦 ～

［ 名］，金融論Ⅰを履修済であ

ること，経済学科 年次生優先，

あおぞら銀行連携講座

選
択
科
目
（
分
野

）

学
科
科
目

｜

群

【専門科目・経営／法律系】

（経営・管理）

経営学総論 春 兒 玉 公一郎 ～ 経済学科生のみ履修可

経営管理論 （他）経営学科

経営戦略論Ⅰ （他）経営学科

経営戦略論Ⅱ （他）経営学科

経営戦略論Ⅲ （他）経営学科

経営戦略論Ⅳ （他）経営学科

事業創造論Ⅰ （他）経営学科

事業創造論Ⅱ （他）経営学科

経済・経営の倫理 （他）経営学科

国際経営論Ⅰ （他）経営学科

国際経営論Ⅱ （他）経営学科

国際経営論Ⅲ （他）経営学科

製品開発論 （他）経営学科

組織間関係論 （他）経営学科

経営組織論Ⅰ （他）経営学科

経営組織論Ⅱ （他）経営学科

経営組織論Ⅲ （他）経営学科

（他）経営学科

（他）経営学科

（他）経営学科

（他）経営学科

（他）経営学科

（他）経営学科

（他）経営学科

（他）経営学科

人的資源管理論Ⅰ （他）経営学科

人的資源管理論Ⅱ （他）経営学科

産業社会学Ⅰ （他）経営学科

産業社会学Ⅱ （他）経営学科

産業・組織心理学 （他）経営学科

企業経済論Ⅰ （他）経営学科

企業経済論Ⅱ （他）経営学科

経営財務論Ⅰ （他）経営学科

経営財務論Ⅱ （他）経営学科

技術経営論 （他）経営学科

経営統計学 （他）経営学科

経営データ分析入門 （他）経営学科

（マーケティング）

マーケティング・コミュニケー

ション論
（他）経営学科

応用マーケティング （他）経営学科

─ 509 ── 508 ─

11_経済学部.indd   509 2020/03/13   13:22:30



― ―

経営学科 

〔教育研究上の目的〕

高度な専門知識及び幅広い教養を身につけ，社会とのかかわりにおいて多様な視角から経営を理解し，実践していく能

力を養うこと

〔人材養成の目的〕

ローカル及びグローバルな社会との関連で経営を理解し，専門知識に基づいた合理的な意思決定を行うことによって，

企業経営だけでなく，地域社会・国際社会などに貢献できる人材を養成すること

〔ディプロマ・ポリシー〕

本学科は，学生が卒業時に身につけているべき能力や知識を次のように定めています。卒業要件を満たせば，これらを

身につけた者と認め，学位を授与します。

グローバル化・複雑化が進展していく経営環境を的確に分析するための知識や技能

経営学の考え方や概念および専門的知識を理解し説明する能力

現実社会における問題解決をリードするために，複雑で多様な情報を効率的に収集，処理し，問題解決へとリードする

能力

厳しい制約条件のもとで適切な意思決定をおこなうために，異質性や多様性を尊重する態度を持ち，オープンでフェア

な議論，および情報発信する能力

高いレベルのコミュニケーション・スキルを身につけ，国際的な場でリーダーシップを発揮する能力

〔カリキュラム・ポリシー〕

本学科では，ディプロマ・ポリシーの達成を目的として，次のようにカリキュラムを編成しています。

年次においては必修科目「経営学概論Ⅰ」および「経営学概論Ⅱ」において，専門的な学修を進めていく上で身に付け

ておかなければならない学修スキル，専門基礎知識，コミュニケーション能力，論理的な考え方，社会的な倫理観を修

得させる。

専門科目，および演習（ゼミ）において専門的知識を深め，現代社会の問題を解決するための能力を修得させる。

年次の「経営学概論 」， 年次の「経営基礎研究セミナー」， ・ 年次の演習と， 年間を通じた小人数科目で，主体的に

学習に取り組む態度を身につけ，コミュニケーション・スキルの向上を目指す。

実務経験者や実務家による現実的な実務感覚を養う科目，および実際のビジネスの現場を学ぶ科目を開講する。

国際的な場で活躍できるように，ネイティブによる英語科目，「経営英語」「 」を通じ，

ビジネスコミュニケーション・スキルを修得させる。

専門的な知識を英語で理解する科目を選択必修科目に設置する。

一定の条件を満たした学生にプログラム認定を行う経済学部・経営学英語特修プログラム（

）を設ける。

― ―

履修度
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コード
ナンバリング 授業科目
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位

開

講

期
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（
分
野

）

学
科
科
目

｜

群

経営英語

）

（他）経営学科

経営英語

）
（他）経営学科

（他）経営学科

（他）経営学科

他 言語教育研究センター，注

参照

他 言語教育研究センター，注

参照

他 言語教育研究センター，注

参照

他 言語教育研究センター，注

参照

他 言語教育研究センター，注

参照

他 言語教育研究センター，注

参照

他 言語教育研究センター，注

参照

他 言語教育研究センター，注

参照

経営基礎研究セミナーⅠ （他）経営学科

経営基礎研究セミナーⅡ （他）経営学科

外書講読 （他）経営学科

損害保険論 （他）経営学科

リスクマネジメント （他）経営学科

産業論特講Ⅰ （他）経営学科

産業論特講Ⅱ （他）経営学科

社会保障論Ⅰ （他）社会福祉学科

職業指導Ⅰ 春 望 月 厚 志 ・

隔年開講，教科に関する科目
（教職履修者用の科目：商業）。

年次生以前は課程科目の扱いとなり

他学部他学科科目とあわせて， 単位
まで選択科目分野 に算入可。

職業指導Ⅱ 秋 望 月 厚 志 ・

隔年開講，教科に関する科目
（教職履修者用の科目：商業）。

年次生以前は課程科目の扱いとなり

他学部他学科科目とあわせて， 単位
まで選択科目分野 に算入可。

他学部他学科科目 他学部他学科開講科目担当表を参照 他学部他学科科目・課程科目（実
習を除く）・全学共通 プロ

グラム科目をあわせて 単位ま
で選択科目分野 に算入可

課程科目（実習を除く） 履修要覧〔課程編〕を参照

全学共通 プログラム科目 履修要覧〔学部科目編〕を参照

（ ）で開講されている

すべての科目
～

（他）国際教養学部，前提科目あ

り（注 参照）

＊備考欄の（他）は他学部他学科開講科目であるが，自学科の科目として扱うことができる。
注 ：再履修者については，クラスを問わないで履修登録をすることができる。
注 ： の ③ ・ ・ 各群に関する注意事項をよく読むこと。
注 ：演習の前段階に位置する科目。担当教員が毎年度替わるので，内容はシラバスで確認すること。経済学科生優先。
注 ：上智らしい教育の推進，教育内容・方法の改善・向上を目的とする「教育イノベーション・プログラム」に採択された，時限的に

開講される科目である。
注 ：前提科目があるので， 上のシラバスを確認すること。受講資格や登録方法については，履修要覧〔ガイド・資料編〕

をよく読むこと。
注 ： 年度のカリキュラム変更による分割科目。 年次生以前の学生は同一科目対照表を確認して履修すること。
注 言語教育研究センター開講科目。履修にあたっては履修要覧〔学部科目編〕の言語教育研究センターに関するページをよく読むこと。

なお，これらの科目は 年次生以前の学生にとって自由科目としての扱いとなり，卒業に必要な単位とはならないので注意する
こと。

注 経済学英語特修プログラム登録者優先

● コース科目履修条件等に関する注釈
注 ：履修にあたっては， で 点以上取得していることを推奨。履修登録は から履修登録期間中に行う。
注 ：履修にあたっては， で 点以上取得していることを推奨。履修登録は から履修登録期間中に行う。
注 ：履修にあたって， スコアの制限なし。
注 ： 生，経済学英語特修プログラム申請者の順に優先。
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経営学科 

〔教育研究上の目的〕

高度な専門知識及び幅広い教養を身につけ，社会とのかかわりにおいて多様な視角から経営を理解し，実践していく能

力を養うこと

〔人材養成の目的〕

ローカル及びグローバルな社会との関連で経営を理解し，専門知識に基づいた合理的な意思決定を行うことによって，

企業経営だけでなく，地域社会・国際社会などに貢献できる人材を養成すること

〔ディプロマ・ポリシー〕

本学科は，学生が卒業時に身につけているべき能力や知識を次のように定めています。卒業要件を満たせば，これらを

身につけた者と認め，学位を授与します。

グローバル化・複雑化が進展していく経営環境を的確に分析するための知識や技能

経営学の考え方や概念および専門的知識を理解し説明する能力

現実社会における問題解決をリードするために，複雑で多様な情報を効率的に収集，処理し，問題解決へとリードする

能力

厳しい制約条件のもとで適切な意思決定をおこなうために，異質性や多様性を尊重する態度を持ち，オープンでフェア

な議論，および情報発信する能力

高いレベルのコミュニケーション・スキルを身につけ，国際的な場でリーダーシップを発揮する能力

〔カリキュラム・ポリシー〕

本学科では，ディプロマ・ポリシーの達成を目的として，次のようにカリキュラムを編成しています。

年次においては必修科目「経営学概論Ⅰ」および「経営学概論Ⅱ」において，専門的な学修を進めていく上で身に付け

ておかなければならない学修スキル，専門基礎知識，コミュニケーション能力，論理的な考え方，社会的な倫理観を修

得させる。

専門科目，および演習（ゼミ）において専門的知識を深め，現代社会の問題を解決するための能力を修得させる。

年次の「経営学概論 」， 年次の「経営基礎研究セミナー」， ・ 年次の演習と， 年間を通じた小人数科目で，主体的に

学習に取り組む態度を身につけ，コミュニケーション・スキルの向上を目指す。

実務経験者や実務家による現実的な実務感覚を養う科目，および実際のビジネスの現場を学ぶ科目を開講する。

国際的な場で活躍できるように，ネイティブによる英語科目，「経営英語」「 」を通じ，

ビジネスコミュニケーション・スキルを修得させる。

専門的な知識を英語で理解する科目を選択必修科目に設置する。

一定の条件を満たした学生にプログラム認定を行う経済学部・経営学英語特修プログラム（

）を設ける。

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者
履修

年次

外

国

語

備考

選
択
科
目
（
分
野

）

学
科
科
目

｜

群

経営英語

）

（他）経営学科

経営英語

）
（他）経営学科

（他）経営学科

（他）経営学科

他 言語教育研究センター，注

参照

他 言語教育研究センター，注

参照

他 言語教育研究センター，注

参照

他 言語教育研究センター，注

参照

他 言語教育研究センター，注

参照

他 言語教育研究センター，注

参照

他 言語教育研究センター，注

参照

他 言語教育研究センター，注

参照

経営基礎研究セミナーⅠ （他）経営学科

経営基礎研究セミナーⅡ （他）経営学科

外書講読 （他）経営学科

損害保険論 （他）経営学科

リスクマネジメント （他）経営学科

産業論特講Ⅰ （他）経営学科

産業論特講Ⅱ （他）経営学科

社会保障論Ⅰ （他）社会福祉学科

職業指導Ⅰ 春 望 月 厚 志 ・

隔年開講，教科に関する科目
（教職履修者用の科目：商業）。

年次生以前は課程科目の扱いとなり

他学部他学科科目とあわせて， 単位
まで選択科目分野 に算入可。

職業指導Ⅱ 秋 望 月 厚 志 ・

隔年開講，教科に関する科目
（教職履修者用の科目：商業）。

年次生以前は課程科目の扱いとなり

他学部他学科科目とあわせて， 単位
まで選択科目分野 に算入可。

他学部他学科科目 他学部他学科開講科目担当表を参照 他学部他学科科目・課程科目（実
習を除く）・全学共通 プロ

グラム科目をあわせて 単位ま
で選択科目分野 に算入可

課程科目（実習を除く） 履修要覧〔課程編〕を参照

全学共通 プログラム科目 履修要覧〔学部科目編〕を参照

（ ）で開講されている

すべての科目
～

（他）国際教養学部，前提科目あ

り（注 参照）

＊備考欄の（他）は他学部他学科開講科目であるが，自学科の科目として扱うことができる。
注 ：再履修者については，クラスを問わないで履修登録をすることができる。
注 ： の ③ ・ ・ 各群に関する注意事項をよく読むこと。
注 ：演習の前段階に位置する科目。担当教員が毎年度替わるので，内容はシラバスで確認すること。経済学科生優先。
注 ：上智らしい教育の推進，教育内容・方法の改善・向上を目的とする「教育イノベーション・プログラム」に採択された，時限的に

開講される科目である。
注 ：前提科目があるので， 上のシラバスを確認すること。受講資格や登録方法については，履修要覧〔ガイド・資料編〕

をよく読むこと。
注 ： 年度のカリキュラム変更による分割科目。 年次生以前の学生は同一科目対照表を確認して履修すること。
注 言語教育研究センター開講科目。履修にあたっては履修要覧〔学部科目編〕の言語教育研究センターに関するページをよく読むこと。

なお，これらの科目は 年次生以前の学生にとって自由科目としての扱いとなり，卒業に必要な単位とはならないので注意する
こと。

注 経済学英語特修プログラム登録者優先

● コース科目履修条件等に関する注釈
注 ：履修にあたっては， で 点以上取得していることを推奨。履修登録は から履修登録期間中に行う。
注 ：履修にあたっては， で 点以上取得していることを推奨。履修登録は から履修登録期間中に行う。
注 ：履修にあたって， スコアの制限なし。
注 ： 生，経済学英語特修プログラム申請者の順に優先。
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― ―

標準配当表

年次生以降

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

※語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位
（

単
位
）

語
学
科
目

（

単
位
）

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

語
学
科
目
選
択
必
修

英語以外の指定された

同一言語

（注 ）

（

単
位
）

必
修

経営学概論Ⅰ

経営学概論Ⅱ

（

単
位
）

選
択
必
修

選択必修科目から 単位以上を修得する。

（

単
位
）

選
必
お
よ
び
選
択

選択必修科目および選択科目から 単位以上を修得する。

経営学科の開講科目担当表（ 以下）に記載された科目以外の

①他学部他学科科目

②課程科目（実習を除く）

③学科が指定した全学共通科目

※全学共通 プログラム科目

※データサイエンスプログラム基礎科目（ビジネスデータ分析理論，データ活用と経営戦略）

の単位を修得した場合，最高 単位までを選択科目の単位として算入することができる。（注 ）

④語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる。（注 ）。

（注 ）学科ごとの指定言語および語学科目の履修方法については，履修要覧〔学部科目編〕を参照。
（注 ）全学共通科目については，履修要覧〔学部科目編〕を参照すること。

なお，他学部他学科科目・課程科目（実習を除く）・学科が指定した全学共通科目をあわせて 単位まで選択科目に算入でき
るが，学科が指定した全学共通科目については， 単位を算入の上限とするので注意すること。

（注 ） ・ 年次生は除く。

― ―

卒業に要する科目，単位数の最低基準

年次生以降

全学共通科目

必 修 単位 〔体育 単位〕

選択必修 単位 〔キリスト教人間学〕

選 択 単位 （高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目

必 修 単位

学 科 科 目 単位 〔必修科目 単位，語学科目選択必修 単位，選択必修科目 単位，選択必修科目および選択科目 単位〕

合 計 単位

年次生

全学共通科目

必 修 単位 〔体育 単位，外国語科目 単位（英語）〕

選択必修 単位 〔キリスト教人間学〕

選 択 単位

学 科 科 目 単位 〔必修科目 単位，選択必修科目 単位，選択必修科目および選択科目 単位〕

合 計 単位
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標準配当表

年次生以降

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

※語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位
（

単
位
）

語
学
科
目

（

単
位
）

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

語
学
科
目
選
択
必
修

英語以外の指定された

同一言語

（注 ）

（

単
位
）

必
修

経営学概論Ⅰ

経営学概論Ⅱ

（

単
位
）

選
択
必
修

選択必修科目から 単位以上を修得する。

（

単
位
）

選
必
お
よ
び
選
択

選択必修科目および選択科目から 単位以上を修得する。

経営学科の開講科目担当表（ 以下）に記載された科目以外の

①他学部他学科科目

②課程科目（実習を除く）

③学科が指定した全学共通科目

※全学共通 プログラム科目

※データサイエンスプログラム基礎科目（ビジネスデータ分析理論，データ活用と経営戦略）

の単位を修得した場合，最高 単位までを選択科目の単位として算入することができる。（注 ）

④語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる。（注 ）。

（注 ）学科ごとの指定言語および語学科目の履修方法については，履修要覧〔学部科目編〕を参照。
（注 ）全学共通科目については，履修要覧〔学部科目編〕を参照すること。

なお，他学部他学科科目・課程科目（実習を除く）・学科が指定した全学共通科目をあわせて 単位まで選択科目に算入でき
るが，学科が指定した全学共通科目については， 単位を算入の上限とするので注意すること。

（注 ） ・ 年次生は除く。

― ―

卒業に要する科目，単位数の最低基準

年次生以降

全学共通科目

必 修 単位 〔体育 単位〕

選択必修 単位 〔キリスト教人間学〕

選 択 単位 （高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目

必 修 単位

学 科 科 目 単位 〔必修科目 単位，語学科目選択必修 単位，選択必修科目 単位，選択必修科目および選択科目 単位〕

合 計 単位

年次生

全学共通科目

必 修 単位 〔体育 単位，外国語科目 単位（英語）〕

選択必修 単位 〔キリスト教人間学〕

選 択 単位

学 科 科 目 単位 〔必修科目 単位，選択必修科目 単位，選択必修科目および選択科目 単位〕

合 計 単位
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履修上の注意

① 学科科目の所要単位数に関する注意

選択必修科目に指定された学科科目は，できるだけ多く履修することが望ましい。

演習については，経営学科の演習の代わりに経済学科の演習を選択必修科目として履修することができる。その

場合「経済学総論Ⅰ」「経済学総論Ⅱ」の単位を修得していることが望ましい。

同一科目を重複して修得しても，卒業要件として認められるのは， 科目のみである。同一科目であるという基準

は原則として以下の通りである。（ の同一科目対照表参照および の同内容科目対象表）

ア 科目名（含サブタイトル）が同じである場合。

イ 備考欄に「同内容，同一講座」等の注記が記載されている場合。

② 履修年次に関する注意

学科科目の選択必修科目および選択科目の履修年次については， 以下の開講科目担当表の中に示されている

履修年次を標準とする。

「演習」について

各演習の配当年次は以下のとおりとする。

履修年次

演習 年次

演習 年次

演習 年次

演習 年次

演習は同じ教員が担当するものを履修すること。また，「演習 」は「演習 」を修得したものが履修できるものとす

る。

なお，「演習 」「演習 」についても，「演習 」は「演習 」を「演習 」は「演習 」を修得したものが履修できるも

のとする。

年度までに「演習Ⅰ」を修得したものは，「演習 」「演習 」を履修することができる。

③ 外国語科目，語学科目に関する注意

〈 年次生以前の学生〉

全学共通科目としての外国語科目および学科科目としての外国語（英語以外の同一外国語）については，少なくと

も最低基準に相当する単位数を， ・ 年次のうちに修得することが望ましい。

外国語の英語（必修）ならびに英語以外の外国語については，履修要覧〔学部科目編〕を参照して履修すること。

〈 年次生以降の学生〉

語学科目（必修）および語学科目（選択必修）は， 年次のうちに修得することが望ましい。

語学科目選択必修（英語以外の指定された同一言語）については，履修要覧〔学部科目編〕を参照して履修するこ

と。

④ 学科科目に関する注意

経営学科の開講科目担当表（ 以下）に記載された科目以外の他学部他学科科目・課程科目（実習を除く）・学

科が指定した全学共通科目（全学共通 プログラム科目とデータサイエンスプログラム基礎科目のみ）の単位

を修得した場合，最高 単位までを選択科目の単位として算入することができる。

ただし，学科が指定した全学共通科目を学科科目に算入する場合は， 単位を算入の上限とするので注意するこ

と。

年次生以降の学生は，語学科目（必修）および（選択必修）の必要単位数を超えて単位を修得した場合，最高

単位までを学科選択科目の単位として算入することができる。

選択必修科目については，卒業に必要な規定単位数（ 単位）以上修得したとき，その超過分は選択科目として

認められる。

経済学科開講の「経営学総論」は，経営学科の学生は履修できない。

選択科目（ 群）のうち，以下の科目を履修する場合は，履修登録までに「経済学総論Ⅰ」「経済学総論Ⅱ」の 科

目の単位を修得していることが望ましい。

― ―

年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

（

単
位
）

外
国
語
科
目
必
修

英語 英語

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

学科科目としての外国

語（英語以外の同一外国

語）

経営学概論Ⅰ

経営学概論Ⅱ

（

単
位
）

選
択
必
修

選択必修科目から 単位以上を修得する。

（

単
位
）

選
必
お
よ
び
選
択

選択必修科目および選択科目から 単位以上を修得する。

経営学科の開講科目担当表（ 以下）に記載された科目以外の

①他学部他学科科目

②課程科目（実習を除く）

③学科が指定した全学共通科目

※全学共通 プログラム科目

※データサイエンスプログラム基礎科目（ビジネスデータ分析理論，データ活用と経営戦略）

の単位を修得した場合，最高 単位までを選択科目の単位として算入することができる。（注 ）

（注 ）全学共通科目については，履修要覧〔学部科目編〕を参照すること。

なお，他学部他学科科目・課程科目（実習を除く）・学科が指定した全学共通科目をあわせて 単位まで選択科目に算入でき
るが，学科が指定した全学共通科目については， 単位を算入の上限とするので注意すること。
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履修上の注意

① 学科科目の所要単位数に関する注意

選択必修科目に指定された学科科目は，できるだけ多く履修することが望ましい。

演習については，経営学科の演習の代わりに経済学科の演習を選択必修科目として履修することができる。その

場合「経済学総論Ⅰ」「経済学総論Ⅱ」の単位を修得していることが望ましい。

同一科目を重複して修得しても，卒業要件として認められるのは， 科目のみである。同一科目であるという基準

は原則として以下の通りである。（ の同一科目対照表参照および の同内容科目対象表）

ア 科目名（含サブタイトル）が同じである場合。

イ 備考欄に「同内容，同一講座」等の注記が記載されている場合。

② 履修年次に関する注意

学科科目の選択必修科目および選択科目の履修年次については， 以下の開講科目担当表の中に示されている

履修年次を標準とする。

「演習」について

各演習の配当年次は以下のとおりとする。

履修年次

演習 年次

演習 年次

演習 年次

演習 年次

演習は同じ教員が担当するものを履修すること。また，「演習 」は「演習 」を修得したものが履修できるものとす

る。

なお，「演習 」「演習 」についても，「演習 」は「演習 」を「演習 」は「演習 」を修得したものが履修できるも

のとする。

年度までに「演習Ⅰ」を修得したものは，「演習 」「演習 」を履修することができる。

③ 外国語科目，語学科目に関する注意

〈 年次生以前の学生〉

全学共通科目としての外国語科目および学科科目としての外国語（英語以外の同一外国語）については，少なくと

も最低基準に相当する単位数を， ・ 年次のうちに修得することが望ましい。

外国語の英語（必修）ならびに英語以外の外国語については，履修要覧〔学部科目編〕を参照して履修すること。

〈 年次生以降の学生〉

語学科目（必修）および語学科目（選択必修）は， 年次のうちに修得することが望ましい。

語学科目選択必修（英語以外の指定された同一言語）については，履修要覧〔学部科目編〕を参照して履修するこ

と。

④ 学科科目に関する注意

経営学科の開講科目担当表（ 以下）に記載された科目以外の他学部他学科科目・課程科目（実習を除く）・学

科が指定した全学共通科目（全学共通 プログラム科目とデータサイエンスプログラム基礎科目のみ）の単位

を修得した場合，最高 単位までを選択科目の単位として算入することができる。

ただし，学科が指定した全学共通科目を学科科目に算入する場合は， 単位を算入の上限とするので注意するこ

と。

年次生以降の学生は，語学科目（必修）および（選択必修）の必要単位数を超えて単位を修得した場合，最高

単位までを学科選択科目の単位として算入することができる。

選択必修科目については，卒業に必要な規定単位数（ 単位）以上修得したとき，その超過分は選択科目として

認められる。

経済学科開講の「経営学総論」は，経営学科の学生は履修できない。

選択科目（ 群）のうち，以下の科目を履修する場合は，履修登録までに「経済学総論Ⅰ」「経済学総論Ⅱ」の 科

目の単位を修得していることが望ましい。

― ―

年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

（

単
位
）

外
国
語
科
目
必
修

英語 英語

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

学科科目としての外国

語（英語以外の同一外国

語）

経営学概論Ⅰ

経営学概論Ⅱ

（

単
位
）

選
択
必
修

選択必修科目から 単位以上を修得する。

（

単
位
）

選
必
お
よ
び
選
択

選択必修科目および選択科目から 単位以上を修得する。

経営学科の開講科目担当表（ 以下）に記載された科目以外の

①他学部他学科科目

②課程科目（実習を除く）

③学科が指定した全学共通科目

※全学共通 プログラム科目

※データサイエンスプログラム基礎科目（ビジネスデータ分析理論，データ活用と経営戦略）

の単位を修得した場合，最高 単位までを選択科目の単位として算入することができる。（注 ）

（注 ）全学共通科目については，履修要覧〔学部科目編〕を参照すること。

なお，他学部他学科科目・課程科目（実習を除く）・学科が指定した全学共通科目をあわせて 単位まで選択科目に算入でき
るが，学科が指定した全学共通科目については， 単位を算入の上限とするので注意すること。
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同一科目対照表

下記の科目は科目名・単位数・担当者が異なっても変更前と変更後の科目は同一科目とみなし，これらの科目を重複し

て履修しても，卒業要件として認められるのは 科目のみである。

変更前 変更後

科目

コード
科目名 単位数 開講年度

科目

コード
科目名 単位数 開講年度

演習Ⅰ ～
演習 ～

演習 ～

演習Ⅱ ～
演習 ～

演習 ～

特別講義（ ～

中級ミクロ経済学 ～ 中級ミクロ経済学 ～

金融制度と政策 ～ 金融制度と金融政策 ～

ミクロ経済学Ⅰ ～ ～
ミクロ経済学

マクロ経済学 ～
マクロ経済学 ～

マクロ経済学 ～

ミクロ経済学Ⅱ ～
ミクロ経済学 ～

ミクロ経済学 ～

国際貿易論 ～
国際貿易論Ⅰ ～

国政貿易論Ⅱ ～

金融論 ～
金融論Ⅰ ～

金融論Ⅱ ～

環境経済学Ⅰ ～
環境経済学 ～

環境経済学Ⅱ ～

計量経済学 ～
計量経済学Ⅰ ～

計量経済学Ⅱ ～

経済史Ⅰ ～

国際経済史 ～国際経済史Ⅰ ～

国際経済史Ⅱ ～

戦略的行動の経済分析Ⅱ ～ 応用ゲーム理論 ～

日本経済論Ⅰ ～
日本経済論 ～

日本経済論Ⅱ ～

戦略的行動の経済分析Ⅰ ～ ～

特別講義（農業政策の経済学）

農業政策の経済学Ⅰ

農業政策の経済学Ⅱ

～

～

～

農業政策の経済学 ～

国際貿易論Ⅱ ～ 貿易政策の経済分析

貿易政策の経済分析 国際貿易論Ⅱ ～

Ⅰ ～ ～

Ⅱ ～ ～

STRATEGIC MANAGEMENT Ⅰ ～ ～

STRATEGIC MANAGEMENT Ⅱ ～ ～

BUSINESS Ⅰ ～ ～

INTERNATIONAL BUSINESS Ⅱ ～ ～

FINANCIAL MANAGEMENTⅠ ～ ～

FINANCIAL MANAGEMENTⅡ ～ ～

FUNDAMENTAL OF ACCOUNTING Ⅰ ～ ～

FUNDAMENTAL OF ACCOUNTING Ⅱ ～ ～

SPECIAL TOPICS IN MANAGEMENT Ⅰ ～ ～

SPECIAL TOPICS IN MANAGEMENT Ⅱ ～ ～

GLOBAL MARKETING Ⅰ ～ ～

GLOBAL MARKETING Ⅱ ～ ～

経営分析Ⅰ ～
経営分析 ～

経営分析Ⅱ ～

― ―

国際貿易論Ⅰ

国際貿易論Ⅱ

金融論Ⅰ

金融論Ⅱ

国際マクロ経済学

財政学Ⅰ

財政学Ⅱ

公共経済学Ⅱ

環境経済学

計量経済学Ⅰ

計量経済学Ⅱ

中級ミクロ経済学

中級マクロ経済学

労働経済学Ⅰ

労働経済学Ⅱ

経済発展論

公共政策Ⅰ

公共政策Ⅱ

・ ・ 各群に関する注意事項：科目履修度（必修科目，選択必修科目，選択科目）は，単位修得年度の履修要覧

にしたがう。また， に記載の同一科目対照表および に記載の同内容科目対照表を必ず参照して重複履修を

しないように注意すること。

なお，カリキュラム変更により，入学年次によって科目履修度が違う科目があるので，十分注意すること。

⑤ 転部科学生が転部科以前に修得した経営学科学科科目の単位認定に関する取扱基準

転部科以前に修得した経営学科の学科科目の単位認定は 単位を限度とする。

⑥ 年間最高履修限度

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修することは出来ない。

（注） 春学期・秋学期が履修登録単位上限以内であっても，両学期の履修登録単位数の合計が年間上限を上回る

ことは出来ない。

【 年次生以降】 （単位）

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

前学期までに教職課程・学芸員課程の履修申込手続きをした 年次生以上の者で，課程科目の履修により，登録単位

数が学期別および年間最高履修限度を超えてしまう場合は，事前に許可を得ておかなければならない。履修登録前ま

でに学科長に相談すること。

⑦ 科目のナンバリング

開講科目担当表に記載された経営学科開講科目のナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングに

ついては，履修要覧〔ガイド・資料編〕を参照すること。

分野名省略 分野名（英語） 分野名（日本語）

経済学

経営学

会計学

マーケティング

経営学専攻共通

⑧ コース開講科目の履修に関する注意

年度秋学期より，本学では英語による学位取得プログラム“ （ ）”が

新設され，経営学科では 年度秋学期に コースを開設する。

「開講科目担当表」の「備考」欄に「 コース科目」の表記がある科目は，このコースの対象科目である。語学

要件の指定や履修登録手続きが異なる場合があるため，同表の欄外に記載している履修条件等を必ず確認のうえ，履

修すること。
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同一科目対照表

下記の科目は科目名・単位数・担当者が異なっても変更前と変更後の科目は同一科目とみなし，これらの科目を重複し

て履修しても，卒業要件として認められるのは 科目のみである。

変更前 変更後

科目

コード
科目名 単位数 開講年度

科目

コード
科目名 単位数 開講年度

演習Ⅰ ～
演習 ～

演習 ～

演習Ⅱ ～
演習 ～

演習 ～

特別講義（ ～

中級ミクロ経済学 ～ 中級ミクロ経済学 ～

金融制度と政策 ～ 金融制度と金融政策 ～

ミクロ経済学Ⅰ ～ ～
ミクロ経済学

マクロ経済学 ～
マクロ経済学 ～

マクロ経済学 ～

ミクロ経済学Ⅱ ～
ミクロ経済学 ～

ミクロ経済学 ～

国際貿易論 ～
国際貿易論Ⅰ ～

国政貿易論Ⅱ ～

金融論 ～
金融論Ⅰ ～

金融論Ⅱ ～

環境経済学Ⅰ ～
環境経済学 ～

環境経済学Ⅱ ～

計量経済学 ～
計量経済学Ⅰ ～

計量経済学Ⅱ ～

経済史Ⅰ ～

国際経済史 ～国際経済史Ⅰ ～

国際経済史Ⅱ ～

戦略的行動の経済分析Ⅱ ～ 応用ゲーム理論 ～

日本経済論Ⅰ ～
日本経済論 ～

日本経済論Ⅱ ～

戦略的行動の経済分析Ⅰ ～ ～

特別講義（農業政策の経済学）

農業政策の経済学Ⅰ

農業政策の経済学Ⅱ

～

～

～

農業政策の経済学 ～

国際貿易論Ⅱ ～ 貿易政策の経済分析

貿易政策の経済分析 国際貿易論Ⅱ ～

Ⅰ ～ ～

Ⅱ ～ ～

STRATEGIC MANAGEMENT Ⅰ ～ ～

STRATEGIC MANAGEMENT Ⅱ ～ ～

BUSINESS Ⅰ ～ ～

INTERNATIONAL BUSINESS Ⅱ ～ ～

FINANCIAL MANAGEMENTⅠ ～ ～

FINANCIAL MANAGEMENTⅡ ～ ～

FUNDAMENTAL OF ACCOUNTING Ⅰ ～ ～

FUNDAMENTAL OF ACCOUNTING Ⅱ ～ ～

SPECIAL TOPICS IN MANAGEMENT Ⅰ ～ ～

SPECIAL TOPICS IN MANAGEMENT Ⅱ ～ ～

GLOBAL MARKETING Ⅰ ～ ～

GLOBAL MARKETING Ⅱ ～ ～

経営分析Ⅰ ～
経営分析 ～

経営分析Ⅱ ～

― ―

国際貿易論Ⅰ

国際貿易論Ⅱ

金融論Ⅰ

金融論Ⅱ

国際マクロ経済学

財政学Ⅰ

財政学Ⅱ

公共経済学Ⅱ

環境経済学

計量経済学Ⅰ

計量経済学Ⅱ

中級ミクロ経済学

中級マクロ経済学

労働経済学Ⅰ

労働経済学Ⅱ

経済発展論

公共政策Ⅰ

公共政策Ⅱ

・ ・ 各群に関する注意事項：科目履修度（必修科目，選択必修科目，選択科目）は，単位修得年度の履修要覧

にしたがう。また， に記載の同一科目対照表および に記載の同内容科目対照表を必ず参照して重複履修を

しないように注意すること。

なお，カリキュラム変更により，入学年次によって科目履修度が違う科目があるので，十分注意すること。

⑤ 転部科学生が転部科以前に修得した経営学科学科科目の単位認定に関する取扱基準

転部科以前に修得した経営学科の学科科目の単位認定は 単位を限度とする。

⑥ 年間最高履修限度

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修することは出来ない。

（注） 春学期・秋学期が履修登録単位上限以内であっても，両学期の履修登録単位数の合計が年間上限を上回る

ことは出来ない。

【 年次生以降】 （単位）

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

前学期までに教職課程・学芸員課程の履修申込手続きをした 年次生以上の者で，課程科目の履修により，登録単位

数が学期別および年間最高履修限度を超えてしまう場合は，事前に許可を得ておかなければならない。履修登録前ま

でに学科長に相談すること。

⑦ 科目のナンバリング

開講科目担当表に記載された経営学科開講科目のナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングに

ついては，履修要覧〔ガイド・資料編〕を参照すること。

分野名省略 分野名（英語） 分野名（日本語）

経済学

経営学

会計学

マーケティング

経営学専攻共通

⑧ コース開講科目の履修に関する注意

年度秋学期より，本学では英語による学位取得プログラム“ （ ）”が

新設され，経営学科では 年度秋学期に コースを開設する。

「開講科目担当表」の「備考」欄に「 コース科目」の表記がある科目は，このコースの対象科目である。語学

要件の指定や履修登録手続きが異なる場合があるため，同表の欄外に記載している履修条件等を必ず確認のうえ，履

修すること。
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経済学部・経営学英語特修プログラム（ ）について

（ 年次生以降対象）

年度以降の経営学科入学者は 年次以降に経済学部・経営学英語プログラムに登録することができる。登録は年

回とし， 年次以降に登録を行った場合でも，申請前に修得したプログラム該当科目の単位と成績は，プログラム申

請により，修了要件に含めることができる。

以下の修了要件を満たした学生には，修了認定証（ ）もしくは（ ）を授与する。

修了認定証（ ）は（ ）（ ）（ ）の全ての要件を満たすことで授与される。

修了認定証（ ）は（ ）（ ）の要件を満たすことで授与される。

下記の対象科目（開講科目担当表に○もしくは○／日と記載）から 単位以上履修する

そのうち成績の良い 単位の平均 が 以上あること

以上， 以上， 以上， 以上，英検準 級以上のいずれかの英語修了要

件を満たすこと

プログラム認定対象科目

＜学科科目＞

経営英語Ⅰ（ 単位）

経営英語Ⅱ（ 単位）

経営英語 （ 単位）

経営英語 ）（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

英文会計（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

外書講読（○／日）科目（ 単位）

単位

単位

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

・（○／日）とは，（ ／日本語）で，教材はすべて英語，授業

中使用言語は日本語の授業のこと。それ以外の科目は，教材も授業中

使用言語も英語。

＜全学共通（高学年向け教養科目）＞

（ 単位）

（ 単位）

＜言語教育研究センター科目＞

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

プログラム認定対象科目のうち，定員が設けられている抽選科目については，経営学経営学英語特修プログラム登録者が優先されます。

― ―

同内容科目対照表

下記の科目は科目名，担当者が違っても同内容科目とみなすので重複履修することはできない。

経営組織論Ⅰ

Ⅰ
～

～

経営組織論Ⅱ

Ⅱ
～

～
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経済学部・経営学英語特修プログラム（ ）について

（ 年次生以降対象）

年度以降の経営学科入学者は 年次以降に経済学部・経営学英語プログラムに登録することができる。登録は年

回とし， 年次以降に登録を行った場合でも，申請前に修得したプログラム該当科目の単位と成績は，プログラム申

請により，修了要件に含めることができる。

以下の修了要件を満たした学生には，修了認定証（ ）もしくは（ ）を授与する。

修了認定証（ ）は（ ）（ ）（ ）の全ての要件を満たすことで授与される。

修了認定証（ ）は（ ）（ ）の要件を満たすことで授与される。

下記の対象科目（開講科目担当表に○もしくは○／日と記載）から 単位以上履修する

そのうち成績の良い 単位の平均 が 以上あること

以上， 以上， 以上， 以上，英検準 級以上のいずれかの英語修了要

件を満たすこと

プログラム認定対象科目

＜学科科目＞

経営英語Ⅰ（ 単位）

経営英語Ⅱ（ 単位）

経営英語 （ 単位）

経営英語 ）（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

英文会計（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

外書講読（○／日）科目（ 単位）

単位

単位

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

・（○／日）とは，（ ／日本語）で，教材はすべて英語，授業

中使用言語は日本語の授業のこと。それ以外の科目は，教材も授業中

使用言語も英語。

＜全学共通（高学年向け教養科目）＞

（ 単位）

（ 単位）

＜言語教育研究センター科目＞

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

（ 単位）

プログラム認定対象科目のうち，定員が設けられている抽選科目については，経営学経営学英語特修プログラム登録者が優先されます。

― ―

同内容科目対照表

下記の科目は科目名，担当者が違っても同内容科目とみなすので重複履修することはできない。

経営組織論Ⅰ

Ⅰ
～

～

経営組織論Ⅱ

Ⅱ
～

～
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者
履修

年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

学
科
科
目

群

演習 秋 西 澤 茂 と合併

演習 休講

演習 秋 竹之内 秀 行 と合併

演習 秋 杉 谷 陽 子 と合併

演習 秋 新 井 範 子 と合併

演習 春 石 井 昌 宏 と合併

演習 春 小 阪 玄次郎 と合併

演習 秋 王 志 と合併

演習 秋 閔 廷 媛 と合併

演習 秋 と合併

演習 秋 若 林 利 明 と合併

経済学科開講 演習

（ 参照）
（他）経済学科

演習 春 杉 本 徹 雄 と合併

演習 春 網 倉 久 永 と合併

演習 春 山 田 幸 三 と合併

演習 春 西 澤 茂 と合併

演習 春 細 萱 伸 子

演習 春 竹之内 秀 行 と合併

演習 春 杉 谷 陽 子 と合併

演習 春 新 井 範 子 と合併

演習 春 石 井 昌 宏 と合併

演習 春 小 阪 玄次郎 と合併

演習 春 王 志 と合併

演習 春 閔 廷 媛 と合併

演習 春 と合併

演習 春 若 林 利 明 と合併

経済学科開講 演習

（ 参照）
（他）経済学科

演習 秋 杉 本 徹 雄 と合併

演習 秋 網 倉 久 永 と合併

演習 秋 山 田 幸 三 と合併

演習 秋 西 澤 茂 と合併

演習 秋 細 萱 伸 子

演習 秋 竹之内 秀 行 と合併

演習 秋 杉 谷 陽 子 と合併

演習 秋 新 井 範 子 と合併

演習 秋 石 井 昌 宏 と合併

演習 春 小 阪 玄次郎 と合併

演習 秋 王 志 と合併

演習 秋 閔 廷 媛 と合併

演習 秋 と合併

演習 秋 若 林 利 明 と合併

経済学科開講 演習

（ 参照）
（他）経済学科

経営基礎研究セミナーⅠ 春 竹之内 秀 行 ～ ［ 名］，経営学科 年次生優先， 年次生履修不可

経営基礎研究セミナーⅠ 春 若 林 利 明 ～ ［ 名］，経営学科 年次生優先， 年次生履修不可

経営基礎研究セミナーⅡ 秋 杉 谷 陽 子 ～ ［ 名］，経営学科 年次生優先

経営基礎研究セミナーⅡ 秋 外 川 拓 ～ ［ 名］，経営学科 年次生優先

経営基礎研究セミナーⅡ 秋 河 合 憲 史 ～ ［ 名］，経営学科 年次生優先

外書講読 休講 ～ ○ ［ 名］，経営学科 年次生優先，注 参照，○

【経営学系】

（経営管理・戦略）

経営管理論 休講 ～ 名 ，経営学科生優先

経営戦略論Ⅰ 春 網 倉 久 永 ～ 経営学科生対象

経営戦略論Ⅰ 秋 新 津 泰 昭 ～ 他学部他学科生対象

経営戦略論Ⅱ 秋 網 倉 久 永 ～

経営戦略論Ⅲ 春 小 阪 玄次郎 ～ ［ 名］，経営学科 年次生優先

経営戦略論Ⅳ 春 山 田 幸 三 ～

事業創造論Ⅰ 秋 田 村 真理子 ～ 名 ，経営学科生優先

事業創造論Ⅱ 秋 山 田 幸 三 ～

― ―

． 開講科目担当表

語学科目選択必修（ 年次生以降対象）

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者
履修

年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

語
学
科
目

英語以外の指定された同一言語 ～
年次生以降の学生については，語学科目選択必修と

して英語以外の指定された同一言語を履修すること。

学科科目 群（必修科目）・・・ 年次生は 単位， 年次生以降は 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者
履修

年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

学
科
科
目

群

学科科目としての外国語（英
語以外の同一外国語）

年次生の学生は学科科目としての外国語として，英語以外の
同一言語を履修すること。

経営学概論Ⅰ 春
若 林 利 明

眞 中 今日子

クラス
※再履修時には，入学時のクラスで履修すること。

経営学概論Ⅰ 春
外 川 拓

倉 矢 匠

クラス
※再履修時には，入学時のクラスで履修すること。

経営学概論Ⅰ 春
河 合 憲 史

眞 中 今日子

クラス
※再履修時には，入学時のクラスで履修すること。

経営学概論Ⅰ 春
竹之内 秀 行

倉 矢 匠

クラス
※再履修時には，入学時のクラスで履修すること。

経営学概論Ⅱ 秋

コーディネータ

石 井 昌 宏

西 澤 茂

新 井 範 子

眞 中 今日子

輪講，全クラス合同

学科科目 群（選択必修科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者
履修

年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

学
科
科
目

群

経営英語

（

）

秋 ～ ○
名 ，経営学科生優先，注 参

照，○

経営英語Ⅰ 春 ～ ○
名 ，隔年開講，経営学科生優

先，注 参照，○
経営英語Ⅱ 休講 ～ ○

名 ，隔年開講，経営学科生優

先，注 参照，○
経営英語

）
春 ～ ○

名 ，経営学科生優先，注 参

照，○
春 ～ ○

［ 名］，経営学科生優先，注 参照，

コース科目，○
秋 ～ ○

［ 名］，経営学科生優先，注 参照，

コース科目，○
演習 春 杉 本 徹 雄 と合併

演習 春 網 倉 久 永 と合併

演習 春 山 田 幸 三 と合併

演習 春 西 澤 茂 と合併

演習 休講

演習 春 竹之内 秀 行 と合併

演習 春 杉 谷 陽 子 と合併

演習 春 新 井 範 子 と合併

演習 春 石 井 昌 宏 と合併

演習 春 小 阪 玄次郎 と合併

演習 春 王 志 と合併

演習 春 閔 廷 媛 と合併

演習 春 と合併

演習 春 若 林 利 明 と合併

経済学科開講 演習

（ ～ 参照）
（他）経済学科

演習 秋 杉 本 徹 雄 と合併

演習 秋 網 倉 久 永 と合併

演習 秋 山 田 幸 三 と合併
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者
履修

年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

学
科
科
目

群

演習 秋 西 澤 茂 と合併

演習 休講

演習 秋 竹之内 秀 行 と合併

演習 秋 杉 谷 陽 子 と合併

演習 秋 新 井 範 子 と合併

演習 春 石 井 昌 宏 と合併

演習 春 小 阪 玄次郎 と合併

演習 秋 王 志 と合併

演習 秋 閔 廷 媛 と合併

演習 秋 と合併

演習 秋 若 林 利 明 と合併

経済学科開講 演習

（ 参照）
（他）経済学科

演習 春 杉 本 徹 雄 と合併

演習 春 網 倉 久 永 と合併

演習 春 山 田 幸 三 と合併

演習 春 西 澤 茂 と合併

演習 春 細 萱 伸 子

演習 春 竹之内 秀 行 と合併

演習 春 杉 谷 陽 子 と合併

演習 春 新 井 範 子 と合併

演習 春 石 井 昌 宏 と合併

演習 春 小 阪 玄次郎 と合併

演習 春 王 志 と合併

演習 春 閔 廷 媛 と合併

演習 春 と合併

演習 春 若 林 利 明 と合併

経済学科開講 演習

（ 参照）
（他）経済学科

演習 秋 杉 本 徹 雄 と合併

演習 秋 網 倉 久 永 と合併

演習 秋 山 田 幸 三 と合併

演習 秋 西 澤 茂 と合併

演習 秋 細 萱 伸 子

演習 秋 竹之内 秀 行 と合併

演習 秋 杉 谷 陽 子 と合併

演習 秋 新 井 範 子 と合併

演習 秋 石 井 昌 宏 と合併

演習 春 小 阪 玄次郎 と合併

演習 秋 王 志 と合併

演習 秋 閔 廷 媛 と合併

演習 秋 と合併

演習 秋 若 林 利 明 と合併

経済学科開講 演習

（ 参照）
（他）経済学科

経営基礎研究セミナーⅠ 春 竹之内 秀 行 ～ ［ 名］，経営学科 年次生優先， 年次生履修不可

経営基礎研究セミナーⅠ 春 若 林 利 明 ～ ［ 名］，経営学科 年次生優先， 年次生履修不可

経営基礎研究セミナーⅡ 秋 杉 谷 陽 子 ～ ［ 名］，経営学科 年次生優先

経営基礎研究セミナーⅡ 秋 外 川 拓 ～ ［ 名］，経営学科 年次生優先

経営基礎研究セミナーⅡ 秋 河 合 憲 史 ～ ［ 名］，経営学科 年次生優先

外書講読 休講 ～ ○ ［ 名］，経営学科 年次生優先，注 参照，○

【経営学系】

（経営管理・戦略）

経営管理論 休講 ～ 名 ，経営学科生優先

経営戦略論Ⅰ 春 網 倉 久 永 ～ 経営学科生対象

経営戦略論Ⅰ 秋 新 津 泰 昭 ～ 他学部他学科生対象

経営戦略論Ⅱ 秋 網 倉 久 永 ～

経営戦略論Ⅲ 春 小 阪 玄次郎 ～ ［ 名］，経営学科 年次生優先

経営戦略論Ⅳ 春 山 田 幸 三 ～

事業創造論Ⅰ 秋 田 村 真理子 ～ 名 ，経営学科生優先

事業創造論Ⅱ 秋 山 田 幸 三 ～

― ―

． 開講科目担当表

語学科目選択必修（ 年次生以降対象）

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者
履修

年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

語
学
科
目

英語以外の指定された同一言語 ～
年次生以降の学生については，語学科目選択必修と

して英語以外の指定された同一言語を履修すること。

学科科目 群（必修科目）・・・ 年次生は 単位， 年次生以降は 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者
履修

年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

学
科
科
目

群

学科科目としての外国語（英
語以外の同一外国語）

年次生の学生は学科科目としての外国語として，英語以外の
同一言語を履修すること。

経営学概論Ⅰ 春
若 林 利 明

眞 中 今日子

クラス
※再履修時には，入学時のクラスで履修すること。

経営学概論Ⅰ 春
外 川 拓

倉 矢 匠

クラス
※再履修時には，入学時のクラスで履修すること。

経営学概論Ⅰ 春
河 合 憲 史

眞 中 今日子

クラス
※再履修時には，入学時のクラスで履修すること。

経営学概論Ⅰ 春
竹之内 秀 行

倉 矢 匠

クラス
※再履修時には，入学時のクラスで履修すること。

経営学概論Ⅱ 秋

コーディネータ

石 井 昌 宏

西 澤 茂

新 井 範 子

眞 中 今日子

輪講，全クラス合同

学科科目 群（選択必修科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者
履修

年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

学
科
科
目

群

経営英語

（

）

秋 ～ ○
名 ，経営学科生優先，注 参

照，○

経営英語Ⅰ 春 ～ ○
名 ，隔年開講，経営学科生優

先，注 参照，○
経営英語Ⅱ 休講 ～ ○

名 ，隔年開講，経営学科生優

先，注 参照，○
経営英語

）
春 ～ ○

名 ，経営学科生優先，注 参

照，○
春 ～ ○

［ 名］，経営学科生優先，注 参照，

コース科目，○
秋 ～ ○

［ 名］，経営学科生優先，注 参照，

コース科目，○
演習 春 杉 本 徹 雄 と合併

演習 春 網 倉 久 永 と合併

演習 春 山 田 幸 三 と合併

演習 春 西 澤 茂 と合併

演習 休講

演習 春 竹之内 秀 行 と合併

演習 春 杉 谷 陽 子 と合併

演習 春 新 井 範 子 と合併

演習 春 石 井 昌 宏 と合併

演習 春 小 阪 玄次郎 と合併

演習 春 王 志 と合併

演習 春 閔 廷 媛 と合併

演習 春 と合併

演習 春 若 林 利 明 と合併

経済学科開講 演習

（ ～ 参照）
（他）経済学科

演習 秋 杉 本 徹 雄 と合併

演習 秋 網 倉 久 永 と合併

演習 秋 山 田 幸 三 と合併
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者
履修

年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

学
科
科
目

群

ブランド・マネジメント論 春 杉 谷 陽 子 ～ 名 ，経営学科生優先

マーケティング論特講Ⅰ 春 外 川 拓 ～ 名 経営学科生優先

マーケティング論特講Ⅱ 春 中 原 孝 信 ～ 名 経営学科生優先

春 外 川 拓 ～ ○ コース科目，○
秋 外 川 拓 ～ ○ コース科目，○

休講 ～ ○ コース科目，注 ，○
秋 ○ コース科目，注 ，○

～ ○ 年次生履修不可， コース科目，○
～ ○ 年次生履修不可， コース科目，○

秋 ～ 〇
名 ，経済学部生優先，年次生履修不可，

注 参照， コース科目，注 ，○

（マーケティング・サイエンス）

マーケティング・リサーチ入門 秋 坂 上 眞 介 ～ 名 ，経営学科生優先

消費者行動論 春 杉 本 徹 雄 ～
名 ， 年次生履修不可，経営

学科生優先

消費者行動分析 秋 杉 本 徹 雄 ～ 名 ， 年次生履修不可

秋 杉 谷 陽 子 ～ ○ コース科目，○
休講 ～ ○ コース科目，○

（流通・物流）

流通経済論 秋 中 麻弥美 ～

小売マーケティング 春 新 井 範 子 ～
名 ，経済学部生優先

年次生優先

【会計学系】

（財務会計）

簿記会計学入門Ⅰ 春 若 林 利 明 経営学科生対象

簿記会計学入門Ⅰ 春 金 子 善 行 他学部他学科生対象

簿記会計学入門Ⅱ 休講

財務諸表論Ⅰ 休講 ～

財務諸表論Ⅱ 秋 西 澤 茂 ～

財務諸表論Ⅲ 秋 西 澤 茂 ～

秋 若 林 利 明 ～ ○ コース科目，○
休講 ～ ○ コース科目，○
秋 王 志 ～ ○ コース科目，○
休講 王 志 ～ ○ コース科目，○

会計学特講 休講 ～

環境マネジメント論 秋 守 屋 有 ～ 名 ，経営学科生優先

監査論Ⅰ 春 町 田 祥 弘 ～

監査論Ⅱ 秋 町 田 祥 弘 ～

英文会計 休講 ～ ○ ○
公会計Ⅰ 秋 若 林 利 明 ～

公会計Ⅱ 休講 ～

（管理会計）

管理会計論Ⅰ 春 王 志 ～

管理会計論Ⅱ 秋 王 志 ～

経営分析 春 王 志 ～

原価計算論Ⅰ 春 福 山 倫 基 ～ 名 ，経営学科生優先

原価計算論Ⅱ 秋 福 山 倫 基 ～ 名 ，経営学科生優先

【経済学系】

経済学総論Ⅰ 春 中 里 透 経済学科生履修不可

経済学総論Ⅱ 休講 経済学科生履修不可

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者
履修

年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

学
科
科
目

群

経済・経営の倫理 春 プテンカラム ジョンジョセフ ～

国際経営論Ⅰ 秋 竹之内 秀 行 ～ 名 ，経営学科生優先

国際経営論Ⅰ 秋 平 賀 富 一 ～ 名 ，他学部他学科生優先

国際経営論Ⅱ 春 柳 田 志 学 ～ 名 ，経営学科生優先

国際経営論Ⅲ 春 竹之内 秀 行 ～ ［ 名］，経営学科 年次生優先

製品開発論 春 小 阪 玄次郎 ～

組織間関係論 秋 松 嶋 一 成 ～

休講 ～ ○
夏期集中講義，選抜あり 経団連連携講

座，注 参照， コース科目，○
春 河 合 憲 史 ～ ○ 名］，注 参照， コース科目，○

秋 河 合 憲 史 ～ ○
名 ， を履修済みであ

ること，注 参照， コース科目，注 ，○
春 河 合 憲 史 ～ ○ 名 ，注 参照， コース科目，○

秋 河 合 憲 史 ～ ○
名 ， を履修済みであ

ること，注 参照， コース科目，注 ，○
秋 河 合 憲 史 ○ コース科目，注 ，○

（経営組織）

経営組織論Ⅰ 秋 閔 廷 媛 ～
と同内容科

目，重複履修不可

経営組織論Ⅱ 秋 柴 野 良 美 ～
と

同内容科目，重複履修不可

経営組織論Ⅲ 春 平 井 直 樹 ～

秋 閔 廷 媛 ～ ○
「経営組織論Ⅰ」（ ～）同内容科目，

重複履修不可， コース科目，○

春 閔 廷 媛 ～ ○
「経営組織論Ⅱ」（ ～）同内容科目，重

複履修不可， コース科目，注 ，○
人的資源管理論Ⅰ 休講 ～ 名 ，経営学科生優先

人的資源管理論Ⅱ 休講 ～ 名 ，経営学科生優先

産業社会学Ⅰ 休講 ～ 名 ，経営学科生優先

産業社会学Ⅱ 休講 ～ 名 ，経営学科生優先

産業・組織心理学 春 申 紅 仙 ～

（企業論）

企業経済論Ⅰ 春 石 井 昌 宏 ～

企業経済論Ⅱ 秋 石 井 昌 宏 ～

経営財務論Ⅰ 春 石 井 昌 宏 ～

経営財務論Ⅱ 秋 石 井 昌 宏 ～

技術経営論 秋 工 藤 悟 志 ～

（経営科学）

経営統計学 秋 伊呂原 隆 ～

経営データ分析入門 春 花 尾 由香里 ～
名 ，経営学科生優先，

同科目名 つのみエントリー可

経営データ分析入門 秋 外 川 拓 ～
名 ，経営学科生優先，

同科目名 つのみエントリー可

経営データ分析入門 春 杉 谷 陽 子 ～
名 ，経営学科生優先，

同科目名 つのみエントリー可

経営データ分析入門 秋 新 井 範 子 ～
名 ，経営学科生優先，

同科目名 つのみエントリー可

【マーケティング系】

（マーケティング管理）

マーケティング・コミュニケー

ション論
春 新 井 範 子 ～

名 経済学部生優先， 年生

優先

応用マーケティング 秋 新 井 範 子 ～
名 経済学部生優先， 年生

優先

マーケティング戦略論Ⅰ 春 外 川 拓 ～ 名 ，経営学科生対象

マーケティング戦略論Ⅰ 秋 竹 内 亮 介 ～ 他学部他学科生対象

マーケティング戦略論Ⅱ 秋 外 川 拓 ～ 名 ，経営学科生優先
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者
履修

年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

学
科
科
目

群

ブランド・マネジメント論 春 杉 谷 陽 子 ～ 名 ，経営学科生優先

マーケティング論特講Ⅰ 春 外 川 拓 ～ 名 経営学科生優先

マーケティング論特講Ⅱ 春 中 原 孝 信 ～ 名 経営学科生優先

春 外 川 拓 ～ ○ コース科目，○
秋 外 川 拓 ～ ○ コース科目，○

休講 ～ ○ コース科目，注 ，○
秋 ○ コース科目，注 ，○

～ ○ 年次生履修不可， コース科目，○
～ ○ 年次生履修不可， コース科目，○

秋 ～ 〇
名 ，経済学部生優先，年次生履修不可，

注 参照， コース科目，注 ，○

（マーケティング・サイエンス）

マーケティング・リサーチ入門 秋 坂 上 眞 介 ～ 名 ，経営学科生優先

消費者行動論 春 杉 本 徹 雄 ～
名 ， 年次生履修不可，経営

学科生優先

消費者行動分析 秋 杉 本 徹 雄 ～ 名 ， 年次生履修不可

秋 杉 谷 陽 子 ～ ○ コース科目，○
休講 ～ ○ コース科目，○

（流通・物流）

流通経済論 秋 中 麻弥美 ～

小売マーケティング 春 新 井 範 子 ～
名 ，経済学部生優先

年次生優先

【会計学系】

（財務会計）

簿記会計学入門Ⅰ 春 若 林 利 明 経営学科生対象

簿記会計学入門Ⅰ 春 金 子 善 行 他学部他学科生対象

簿記会計学入門Ⅱ 休講

財務諸表論Ⅰ 休講 ～

財務諸表論Ⅱ 秋 西 澤 茂 ～

財務諸表論Ⅲ 秋 西 澤 茂 ～

秋 若 林 利 明 ～ ○ コース科目，○
休講 ～ ○ コース科目，○
秋 王 志 ～ ○ コース科目，○
休講 王 志 ～ ○ コース科目，○

会計学特講 休講 ～

環境マネジメント論 秋 守 屋 有 ～ 名 ，経営学科生優先

監査論Ⅰ 春 町 田 祥 弘 ～

監査論Ⅱ 秋 町 田 祥 弘 ～

英文会計 休講 ～ ○ ○
公会計Ⅰ 秋 若 林 利 明 ～

公会計Ⅱ 休講 ～

（管理会計）

管理会計論Ⅰ 春 王 志 ～

管理会計論Ⅱ 秋 王 志 ～

経営分析 春 王 志 ～

原価計算論Ⅰ 春 福 山 倫 基 ～ 名 ，経営学科生優先

原価計算論Ⅱ 秋 福 山 倫 基 ～ 名 ，経営学科生優先

【経済学系】

経済学総論Ⅰ 春 中 里 透 経済学科生履修不可

経済学総論Ⅱ 休講 経済学科生履修不可

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者
履修

年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

学
科
科
目

群

経済・経営の倫理 春 プテンカラム ジョンジョセフ ～

国際経営論Ⅰ 秋 竹之内 秀 行 ～ 名 ，経営学科生優先

国際経営論Ⅰ 秋 平 賀 富 一 ～ 名 ，他学部他学科生優先

国際経営論Ⅱ 春 柳 田 志 学 ～ 名 ，経営学科生優先

国際経営論Ⅲ 春 竹之内 秀 行 ～ ［ 名］，経営学科 年次生優先

製品開発論 春 小 阪 玄次郎 ～

組織間関係論 秋 松 嶋 一 成 ～

休講 ～ ○
夏期集中講義，選抜あり 経団連連携講

座，注 参照， コース科目，○
春 河 合 憲 史 ～ ○ 名］，注 参照， コース科目，○

秋 河 合 憲 史 ～ ○
名 ， を履修済みであ

ること，注 参照， コース科目，注 ，○
春 河 合 憲 史 ～ ○ 名 ，注 参照， コース科目，○

秋 河 合 憲 史 ～ ○
名 ， を履修済みであ

ること，注 参照， コース科目，注 ，○
秋 河 合 憲 史 ○ コース科目，注 ，○

（経営組織）

経営組織論Ⅰ 秋 閔 廷 媛 ～
と同内容科

目，重複履修不可

経営組織論Ⅱ 秋 柴 野 良 美 ～
と

同内容科目，重複履修不可

経営組織論Ⅲ 春 平 井 直 樹 ～

秋 閔 廷 媛 ～ ○
「経営組織論Ⅰ」（ ～）同内容科目，

重複履修不可， コース科目，○

春 閔 廷 媛 ～ ○
「経営組織論Ⅱ」（ ～）同内容科目，重

複履修不可， コース科目，注 ，○
人的資源管理論Ⅰ 休講 ～ 名 ，経営学科生優先

人的資源管理論Ⅱ 休講 ～ 名 ，経営学科生優先

産業社会学Ⅰ 休講 ～ 名 ，経営学科生優先

産業社会学Ⅱ 休講 ～ 名 ，経営学科生優先

産業・組織心理学 春 申 紅 仙 ～

（企業論）

企業経済論Ⅰ 春 石 井 昌 宏 ～

企業経済論Ⅱ 秋 石 井 昌 宏 ～

経営財務論Ⅰ 春 石 井 昌 宏 ～

経営財務論Ⅱ 秋 石 井 昌 宏 ～

技術経営論 秋 工 藤 悟 志 ～

（経営科学）

経営統計学 秋 伊呂原 隆 ～

経営データ分析入門 春 花 尾 由香里 ～
名 ，経営学科生優先，

同科目名 つのみエントリー可

経営データ分析入門 秋 外 川 拓 ～
名 ，経営学科生優先，

同科目名 つのみエントリー可

経営データ分析入門 春 杉 谷 陽 子 ～
名 ，経営学科生優先，

同科目名 つのみエントリー可

経営データ分析入門 秋 新 井 範 子 ～
名 ，経営学科生優先，

同科目名 つのみエントリー可

【マーケティング系】

（マーケティング管理）

マーケティング・コミュニケー

ション論
春 新 井 範 子 ～

名 経済学部生優先， 年生

優先

応用マーケティング 秋 新 井 範 子 ～
名 経済学部生優先， 年生

優先

マーケティング戦略論Ⅰ 春 外 川 拓 ～ 名 ，経営学科生対象

マーケティング戦略論Ⅰ 秋 竹 内 亮 介 ～ 他学部他学科生対象

マーケティング戦略論Ⅱ 秋 外 川 拓 ～ 名 ，経営学科生優先
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者
履修

年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

学
科
科
目

群

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照，○

他 言語教育研究センター，注 参照，○

【経済学系】

（基本科目）

ミクロ経済学Ａ （他）経済学科

ミクロ経済学Ｂ （他）経済学科

ミクロ経済学Ｃ （他）経済学科

マクロ経済学Ａ （他）経済学科

マクロ経済学Ｂ （他）経済学科

国際貿易論Ⅰ （他）経済学科

国際貿易論Ⅱ （他）経済学科

国際マクロ経済学 （他）経済学科，注 参照

財政学Ⅰ （他）経済学科，注 参照

財政学Ⅱ （他）経済学科，注 参照

金融論Ⅰ （他）経済学科，注 参照

金融論Ⅱ （他）経済学科，注 参照

公共経済学Ⅱ （他）経済学科，注 参照

環境経済学 （他）経済学科

計量経済学Ⅰ （他）経済学科，注 参照

計量経済学Ⅱ （他）経済学科，注 参照

統計学Ⅰ （他）経済学科

統計学Ⅱ （他）経済学科

経済数学解析Ⅰ （他）経済学科

経済数学解析Ⅱ （他）経済学科

応用ゲーム理論 （他）経済学科

（中級理論）

中級マクロ経済学 （他）経済学科，注 参照

中級ミクロ経済学 （他）経済学科，注 参照

（情報・統計・数学）

線形経済数学 （他）経済学科

経済分析の数理 （他）経済学科

データ分析演習 （他）経済学科

データ分析演習 （他）経済学科

証券データ分析 （他）経済学科

計量ファイナンス （他）経済学科

（政策・日本経済）

公共政策Ⅰ （他）経済学科，注 参照

公共政策Ⅱ （他）経済学科，注 参照

日本経済論 （他）経済学科

農業政策の経済学 （他）経済学科

少子化の経済分析 （他）経済学科

人口と成長の経済分析 （他）経済学科

経済統計論Ⅰ （他）経済学科

経済統計論Ⅱ （他）経済学科

産業組織論Ⅰ （他）経済学科

産業組織論Ⅱ （他）経済学科

経済政策 （他）経済学科

（労働・社会保障）

労働経済学Ⅰ （他）経済学科，注 参照

労働経済学Ⅱ （他）経済学科，注 参照

― ―

学科科目 群（選択科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者
履修

年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

学
科
科
目

群

損害保険論 休講 ～ 輪講，一般社団法人日本損害保険協会連携講座

リスクマネジメント 休講 ～

産業論特講Ⅰ 春 高 橋 透 ～ ［ 名］，経済学部生優先

産業論特講Ⅱ 秋 林 祐 ～ ［ 名］，経済学部生優先

民法 春 大 塚 智 見 ～ 法学部「債権法各論Ⅰ 契約 」と合併

民法 秋 伊 藤 栄 寿 ～ 法学部「債権法各論Ⅱ 事務管理，不当利得，不法行為 」と合併

商法Ⅰ 秋 小野寺 千 世 ～

商法Ⅱ 春 土 田 亮 ～ 法学部「手形・小切手法」と合併

労働法Ⅰ （他）法学部

労働法Ⅱ （他）法学部

国際取引法総論 （他）法学部

国際取引法各論 （他）法学部

国際経済法 （他）法学部

経済法 （他）法学部

企業環境法 （他）法学部

会社法Ⅰ （他）法学部

会社法Ⅱ （他）法学部

メディアと社会Ⅲ （広告論） （他）新聞学科

メディアと社会Ⅲ （広告論） （他）新聞学科

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照，○
他 言語教育研究センター，注 参照，○
他 言語教育研究センター，注 参照，○
他 言語教育研究センター，注 参照，○
他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照，○
他 言語教育研究センター，注 参照，○
他 言語教育研究センター，注 参照，○
他 言語教育研究センター，注 参照，○
他 言語教育研究センター，注 参照，○
他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者
履修

年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

学
科
科
目

群

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照，○

他 言語教育研究センター，注 参照，○

【経済学系】

（基本科目）

ミクロ経済学Ａ （他）経済学科

ミクロ経済学Ｂ （他）経済学科

ミクロ経済学Ｃ （他）経済学科

マクロ経済学Ａ （他）経済学科

マクロ経済学Ｂ （他）経済学科

国際貿易論Ⅰ （他）経済学科

国際貿易論Ⅱ （他）経済学科

国際マクロ経済学 （他）経済学科，注 参照

財政学Ⅰ （他）経済学科，注 参照

財政学Ⅱ （他）経済学科，注 参照

金融論Ⅰ （他）経済学科，注 参照

金融論Ⅱ （他）経済学科，注 参照

公共経済学Ⅱ （他）経済学科，注 参照

環境経済学 （他）経済学科

計量経済学Ⅰ （他）経済学科，注 参照

計量経済学Ⅱ （他）経済学科，注 参照

統計学Ⅰ （他）経済学科

統計学Ⅱ （他）経済学科

経済数学解析Ⅰ （他）経済学科

経済数学解析Ⅱ （他）経済学科

応用ゲーム理論 （他）経済学科

（中級理論）

中級マクロ経済学 （他）経済学科，注 参照

中級ミクロ経済学 （他）経済学科，注 参照

（情報・統計・数学）

線形経済数学 （他）経済学科

経済分析の数理 （他）経済学科

データ分析演習 （他）経済学科

データ分析演習 （他）経済学科

証券データ分析 （他）経済学科

計量ファイナンス （他）経済学科

（政策・日本経済）

公共政策Ⅰ （他）経済学科，注 参照

公共政策Ⅱ （他）経済学科，注 参照

日本経済論 （他）経済学科

農業政策の経済学 （他）経済学科

少子化の経済分析 （他）経済学科

人口と成長の経済分析 （他）経済学科

経済統計論Ⅰ （他）経済学科

経済統計論Ⅱ （他）経済学科

産業組織論Ⅰ （他）経済学科

産業組織論Ⅱ （他）経済学科

経済政策 （他）経済学科

（労働・社会保障）

労働経済学Ⅰ （他）経済学科，注 参照

労働経済学Ⅱ （他）経済学科，注 参照

― ―

学科科目 群（選択科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者
履修

年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

学
科
科
目

群

損害保険論 休講 ～ 輪講，一般社団法人日本損害保険協会連携講座

リスクマネジメント 休講 ～

産業論特講Ⅰ 春 高 橋 透 ～ ［ 名］，経済学部生優先

産業論特講Ⅱ 秋 林 祐 ～ ［ 名］，経済学部生優先

民法 春 大 塚 智 見 ～ 法学部「債権法各論Ⅰ 契約 」と合併

民法 秋 伊 藤 栄 寿 ～ 法学部「債権法各論Ⅱ 事務管理，不当利得，不法行為 」と合併

商法Ⅰ 秋 小野寺 千 世 ～

商法Ⅱ 春 土 田 亮 ～ 法学部「手形・小切手法」と合併

労働法Ⅰ （他）法学部

労働法Ⅱ （他）法学部

国際取引法総論 （他）法学部

国際取引法各論 （他）法学部

国際経済法 （他）法学部

経済法 （他）法学部

企業環境法 （他）法学部

会社法Ⅰ （他）法学部

会社法Ⅱ （他）法学部

メディアと社会Ⅲ （広告論） （他）新聞学科

メディアと社会Ⅲ （広告論） （他）新聞学科

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照，○
他 言語教育研究センター，注 参照，○
他 言語教育研究センター，注 参照，○
他 言語教育研究センター，注 参照，○
他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照，○
他 言語教育研究センター，注 参照，○
他 言語教育研究センター，注 参照，○
他 言語教育研究センター，注 参照，○
他 言語教育研究センター，注 参照，○
他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照

他 言語教育研究センター，注 参照
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者
履修

年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

学
科
科
目

群

特別講義（都市と地域の経済Ⅱ） （他）経済学科

特別講義（貧困とコミュニ

ティの経済学Ⅰ）
（他）経済学科

特別講義（貧困とコミュニ

ティの経済学Ⅱ）
（他）経済学科

特別講義（政治の経済分析） （他）経済学科

社会問題の経済分析 （他）経済学科

バンキング基礎演習 （他）経済学科

職業指導Ⅰ

（他）経済学科，隔年開講

教科に関する科目（教職履修者用の科目：商業）

年次生以前は課程科目の扱いとなり，他学部他学科

科目とあわせて， 単位まで選択科目に算入可。

職業指導Ⅱ

（他）経済学科，隔年開講

教科に関する科目（教職履修者用の科目：商業）

年次生以前は課程科目の扱いとなり，他学部他学科

科目とあわせて， 単位まで選択科目に算入可。

法律学

（他）経済学科

教科に関する科目（教職履修者

用の科目：公民）

他学部他学科科目
他学部他学科開講科目担当表

を参照

他学部他学科科目

課程科目（実習を除く）

全学共通 プログラム科目

ビジネスデータ分析理論（データサイエンス基礎）

データ活用と経営戦略（データサイエンス基礎）

をあわせて 単位まで選択科目に算入可。

ただし， プログラム科目，ビジネスデータ分析

入門，データ活用と経営戦略は 単位を算入の上限と

する。

課程科目（実習を除く） 履修要覧〔課程編〕を参照

全学共通 プログラム科目 履修要覧〔学部科目編〕を参照

ビジネスデータ分析理論（デー

タサイエンス基礎）

履修要覧〔学部科目編〕を参照

データ活用と経営戦略（デー

タサイエンス基礎）

（ ）で開講されているすべての科目 ～ （他）国際教養学部，注 参照

＊備考欄の（他）は他学部他学科開講科目であるが，自学科の科目として扱うことのできるもの
注 ：履修登録までに「経済学総論Ⅰ」「経済学総論Ⅱ」の 科目を修得していることが望ましい。
注 ：受講資格や登録方法については，履修要覧（〔ガイド・資料編〕 ）をよく読むこと。
注 ：上智らしい教育の推進，教育内容・方法の改善・向上を目的とする「教育イノベーション・プログラム」に採択された，時限

的に開講される科目である。
注 ：言語教育研究センター開講科目。履修にあたっては履修要覧〔学部科目編〕の言語教育研究センターに関するページをよく読

むこと。
なお，これらの科目は 年次生以前の学生にとって自由科目としての扱いとなり，卒業に必要な単位とはならないので注意す
ること。

注 ：履修方法・条件・授業日程等は，ｼﾗﾊﾞｽおよび 「グルーバル教育センター掲示板」に掲載するので 履修希望者は必ず確認
のこと。募集時期・選抜方法は 「グローバル教育センター掲示板」に掲載するので確認のこと。

注 ： 月下旬に行われるため，単位が付与される学期をもって卒業を希望する学生は，参加はできるが卒業要件とならない
注 ：経営学英語特修プログラム登録者優先

● コース科目履修条件等に関する注釈
注 ：履修にあたっては， で 点以上取得していることを推奨。履修登録は から履修登録期間中に行う。
※「注 」が付されていない科目は語学要件なし， からの履修登録可。

海外短期研修科目

科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

海外短期研修

（ビクトリア大学）
春 経営学科教員 ～ ○ 注 ， ， ，

注 ：本学で開講される事前事後指導を含む所定のプログラムを修了し，上記研修に参加して所定の成果を修めたものは，上記科目
の単位が付与される。なお，上記科目は，履修登録の必要はなく，学期・年間の最高履修限度にも算入されない。

注 ：付与される単位は，「全学共通科目 選択科目 」もしくは「学科科目：学科科目 群」に充当される。
注 ：評価は （合格）・ （不合格）を使用する。
注 ：短期研修にかかる参加資格，申込期間等詳細については，グローバル教育センター発行の「留学ハンドブック」および掲示等

を参照すること。

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者
履修

年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

学
科
科
目

群

医療経済学 （他）経済学科

（経済発展）

アジア開発経済論 （他）経済学科

アジア経済成長論 （他）経済学科

経済発展論 （他）経済学科，注 参照

（歴史）

国際経済史 （他）経済学科

（ ： ）

経済英語Ⅰ （他）経済学科

経済英語Ⅱ （他）経済学科

経済英語Ⅰ （他）経済学科

経済英語Ⅱ （他）経済学科

経済英語Ⅰ （他）経済学科

経済英語Ⅱ （他）経済学科

（他）経済学科

注 参照

（他）経済学科

Ⅰ （他）経済学科

（他）経済学科

（他）経済学科

（他）経済学科

（他）経済学科

（他）経済学科

Ⅰ
（他）経済学科

Ⅱ
（他）経済学科

（他）経済学科

（他）経済学科

（他）経済学科

（他）経済学科

Ⅰ
（他）経済学科

Ⅱ
（他）経済学科

（他）経済学科

（他）経済学科

（他）経済学科

（他）経済学科

Ⅰ
（他）経済学科

Ⅱ
（他）経済学科

（他）経済学科

（他）経済学科

（他）経済学科

（その他）

（アクティブ・ラーニング・セミナー） （他）経済学科

マクロ経済事情 （他）経済学科

金融制度と金融政策 （他）経済学科

特別講義（開発援助論） （他）経済学科

特別講義（都市と地域の経済Ⅰ） （他）経済学科
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者
履修

年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

学
科
科
目

群

特別講義（都市と地域の経済Ⅱ） （他）経済学科

特別講義（貧困とコミュニ

ティの経済学Ⅰ）
（他）経済学科

特別講義（貧困とコミュニ

ティの経済学Ⅱ）
（他）経済学科

特別講義（政治の経済分析） （他）経済学科

社会問題の経済分析 （他）経済学科

バンキング基礎演習 （他）経済学科

職業指導Ⅰ

（他）経済学科，隔年開講

教科に関する科目（教職履修者用の科目：商業）

年次生以前は課程科目の扱いとなり，他学部他学科

科目とあわせて， 単位まで選択科目に算入可。

職業指導Ⅱ

（他）経済学科，隔年開講

教科に関する科目（教職履修者用の科目：商業）

年次生以前は課程科目の扱いとなり，他学部他学科

科目とあわせて， 単位まで選択科目に算入可。

法律学

（他）経済学科

教科に関する科目（教職履修者

用の科目：公民）

他学部他学科科目
他学部他学科開講科目担当表

を参照

他学部他学科科目

課程科目（実習を除く）

全学共通 プログラム科目

ビジネスデータ分析理論（データサイエンス基礎）

データ活用と経営戦略（データサイエンス基礎）

をあわせて 単位まで選択科目に算入可。

ただし， プログラム科目，ビジネスデータ分析

入門，データ活用と経営戦略は 単位を算入の上限と

する。

課程科目（実習を除く） 履修要覧〔課程編〕を参照

全学共通 プログラム科目 履修要覧〔学部科目編〕を参照

ビジネスデータ分析理論（デー

タサイエンス基礎）

履修要覧〔学部科目編〕を参照

データ活用と経営戦略（デー

タサイエンス基礎）

（ ）で開講されているすべての科目 ～ （他）国際教養学部，注 参照

＊備考欄の（他）は他学部他学科開講科目であるが，自学科の科目として扱うことのできるもの
注 ：履修登録までに「経済学総論Ⅰ」「経済学総論Ⅱ」の 科目を修得していることが望ましい。
注 ：受講資格や登録方法については，履修要覧（〔ガイド・資料編〕 ）をよく読むこと。
注 ：上智らしい教育の推進，教育内容・方法の改善・向上を目的とする「教育イノベーション・プログラム」に採択された，時限

的に開講される科目である。
注 ：言語教育研究センター開講科目。履修にあたっては履修要覧〔学部科目編〕の言語教育研究センターに関するページをよく読

むこと。
なお，これらの科目は 年次生以前の学生にとって自由科目としての扱いとなり，卒業に必要な単位とはならないので注意す
ること。

注 ：履修方法・条件・授業日程等は，ｼﾗﾊﾞｽおよび 「グルーバル教育センター掲示板」に掲載するので 履修希望者は必ず確認
のこと。募集時期・選抜方法は 「グローバル教育センター掲示板」に掲載するので確認のこと。

注 ： 月下旬に行われるため，単位が付与される学期をもって卒業を希望する学生は，参加はできるが卒業要件とならない
注 ：経営学英語特修プログラム登録者優先

● コース科目履修条件等に関する注釈
注 ：履修にあたっては， で 点以上取得していることを推奨。履修登録は から履修登録期間中に行う。
※「注 」が付されていない科目は語学要件なし， からの履修登録可。

海外短期研修科目

科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

海外短期研修

（ビクトリア大学）
春 経営学科教員 ～ ○ 注 ， ， ，

注 ：本学で開講される事前事後指導を含む所定のプログラムを修了し，上記研修に参加して所定の成果を修めたものは，上記科目
の単位が付与される。なお，上記科目は，履修登録の必要はなく，学期・年間の最高履修限度にも算入されない。

注 ：付与される単位は，「全学共通科目 選択科目 」もしくは「学科科目：学科科目 群」に充当される。
注 ：評価は （合格）・ （不合格）を使用する。
注 ：短期研修にかかる参加資格，申込期間等詳細については，グローバル教育センター発行の「留学ハンドブック」および掲示等

を参照すること。

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者
履修

年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

学
科
科
目

群

医療経済学 （他）経済学科

（経済発展）

アジア開発経済論 （他）経済学科

アジア経済成長論 （他）経済学科

経済発展論 （他）経済学科，注 参照

（歴史）

国際経済史 （他）経済学科

（ ： ）

経済英語Ⅰ （他）経済学科

経済英語Ⅱ （他）経済学科

経済英語Ⅰ （他）経済学科

経済英語Ⅱ （他）経済学科

経済英語Ⅰ （他）経済学科

経済英語Ⅱ （他）経済学科

（他）経済学科

注 参照

（他）経済学科

Ⅰ （他）経済学科

（他）経済学科

（他）経済学科

（他）経済学科

（他）経済学科

（他）経済学科

Ⅰ
（他）経済学科

Ⅱ
（他）経済学科

（他）経済学科

（他）経済学科

（他）経済学科

（他）経済学科

Ⅰ
（他）経済学科

Ⅱ
（他）経済学科

（他）経済学科

（他）経済学科

（他）経済学科

（他）経済学科

Ⅰ
（他）経済学科

Ⅱ
（他）経済学科

（他）経済学科

（他）経済学科

（他）経済学科

（その他）

（アクティブ・ラーニング・セミナー） （他）経済学科

マクロ経済事情 （他）経済学科

金融制度と金融政策 （他）経済学科

特別講義（開発援助論） （他）経済学科

特別講義（都市と地域の経済Ⅰ） （他）経済学科
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経済学部早期卒業制度について（ コースを除く）

早期卒業とは，在学期間（休学期間を除く）が 年以上あり，所定の手続きを経て， 年次終了時または

年次春学期終了時をもって卒業すること（以下，それぞれ 年次 月卒業または 年次 月卒業という）をいい

ます。

早期卒業をするためには，次の要件をすべて満たしていなければなりません。

本人が早期卒業を希望している。

早期卒業時，卒業に必要な所定の授業科目の単位をすべて修得している。

早期卒業時に修得している総授業科目の成績評価が総合平均点（以下「 」という）で 以上ある。

は，上智大学学則 条に基づいて算出するものとします。

．早期卒業を希望する場合，早期卒業希望登録を行わなければなりません。

早期卒業希望登録をするためには，次の要件をすべて満たしていなければなりません。

イ） 年次終了時において，卒業に必要な修得単位数に算入することができる単位として本学におい

て 単位以上を修得している。

ロ） 前号の修得単位数に対する が 以上である。

早期卒業希望登録の手続きは，次のとおりです。

イ） 経済学部事務室にて所定書式の「早期卒業希望登録申請書」を受け取る。

ロ） 所属演習の指導教員（演習を履修していない場合には，所属学科長：以下「指導教員」という）

の承認印を受けた上で，提出期限内に所属学科長に提出する。

早期卒業希望登録後は，指導教員から履修指導を受けるとともに，学業の進捗状況を指導教員に随時

報告し，適切な指導を受けなければなりません。

早期卒業希望時期の変更および早期卒業希望登録そのものを取り消す場合は，次の手続きを行う必要が

あります。

卒業希望時期の変更は，所定の「早期卒業希望時期変更届出書」に指導教員の承認印を受けた上で，

提出期限までに学科長に届け出る。

早期卒業希望登録の取消は，所定の「早期卒業希望登録取消届出書」に指導教員の承認印を受けた上

で，期限までに学科長に届け出る。

当初 年次 月卒業を希望し，その後登録取り消しを行った場合，特段の事情があると学科長が判断した

場合には， 年次 月に 年次 月の早期卒業希望登録を行うことができます。再登録を希望する場合は，

事前に学科長の認定を受けた上で，所定書式の「早期卒業希望再登録申請書」を学科長に提出してくだ

さい。

＊ 詳細は経済学部事務室（ 号館 階 室）に問い合わせること。

提出書類 提出時期

早期卒業希望登録申請書 年次の 月 日～ 月 日

早期卒業希望再登録申請書 年次の 月 日～ 月 日

早期卒業希望時期変更届出書 年次の秋学期履修登録期間の 年 月 日まで

早期卒業希望登録取消届出書
年次 月卒業取消の場合

年次の秋学期・第 クォーター科目履修中止期間（
年 月 日）まで

年次 月卒業取消の場合
年次の春学期・第 クォーター科目履修中止期間（

年 月 日）まで
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